
令和６年度 第１回南砺市社会教育委員会会議次第 

 
日 時：令和６年６月２７日（木） 

午前１０時４５分～ 
場 所：南砺市役所別館３階 大ホール 

１ 委嘱状交付 
 
２ 開会あいさつ 
 
３ 報告事項 

（１）南砺市教育委員会に係わる組織・機構について・・・・・・・・・・・資料１ 

（２）令和６年度南砺市教育委員会重点施策について・・・・・・・・・・・資料２ 

（３）令和６年度社会教育委員会に係わる当初・補正予算概要について・・・資料３ 

（４）生涯学習事業について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料４ 
 ① 市民大学講座・緑の里講座の開講状況 

  ② 家庭教育・青少年教育関連事業 
③ 令和６年度南砺市生涯学習連絡協議会員 

 （５）スポーツ関係事業について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料５ 
① 令和６年度スポーツ推進事業（新規）について 
② 第２次スポーツ推進計画後期計画の策定ついて 

（６）南砺市立図書館の取組みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・資料６ 
① ホームページリニューアルについて 
② なんと！ぐるっと巡回本サービス事業について 

（７）こどもの権利に関する周知啓発の取り組みについて・・・・・・・・・資料７ 

（８）市誕生２０年企画教育フェスティバルについて 

（含：第 21 回南砺市社会教育推進大会）・・・・・・・・・・・・・・資料８ 

（９）第 55 回東海北陸社会教育研究大会富山大会・第 52 回富山県 
社会教育大会について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料９ 

 
４ 協議事項 

（１）南砺市二十歳の集いについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料 10 
 

５ その他 

（１）当面の主な行事予定について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料 11 
 
６ 閉会のあいさつ 
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○南砺市社会教育委員会議運営規則

平成16年11月1日

教育委員会規則第20号

(設置)

第1条 南砺市社会教育委員(以下「委員」という。)は、社会教育法(昭和24年法律第207号)第17

条の規定による職務を行うため定例会議及び臨時会議を置く。

2 定例会議は、年2回これを招集する。

3 臨時会議は、必要がある場合に招集する。

(委員の組織)

第2条 委員は、委員の中から委員長及び副委員長を互選する。

2 委員長は、会議を運営する。

3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときはその職務を代行する。

(会議)

第3条 委員の会議は、委員長が招集する。

2 会議は、在任委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。

3 会議は、出席委員の過半数でこれを決する。

(その他)

第4条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。

附 則

この規則は、平成16年11月1日から施行する。

1/1 ページ南砺市社会教育委員会議運営規則

2015/01/20http://www1.g-reiki.net/nanto/reiki_honbun/r066RG00000237.html

（社会教育委員の職務） 

第十七条 　社会教育委員は、社会教育に関し教育委員会に助言するため、次の職務を行う。 

一 　社会教育に関する諸計画を立案すること。 

二 　定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じ、これに対して、意見を述べること。 

三 　前二号の職務を行うために必要な研究調査を行うこと。 

２ 　社会教育委員は、教育委員会の会議に出席して社会教育に関し意見を述べることができる。 

３ 　市町村の社会教育委員は、当該市町村の教育委員会から委嘱を受けた青少年教育に関する
　 特定の事項について、社会教育関係団体、社会教育指導者その他関係者に対し、助言と指導
   を与えることができる。 

社会教育法第17条抜粋
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資料１



 
 

基本理念（教育目標） 

南砺市教育委員会重点施策 
 

 

  

本市では、次のことを教育目標として掲げます。 

未来を切り拓く南砺の人づくり 
 

 
全ての人が心豊かに暮らす教育環境の充実 

 

 

 

教育目標の実現のため、本市教育の目指すべき方向を踏まえて、次の５つを基本目標としま

す。 

 

１ 豊かな人間性を育む学校教育の充実 

児童生徒の「豊かな人間性」を育むために、徳・知・体の調和のとれた教育を推進しま

す。基礎的・基本的な学力を確実に身に付けるよう努めるとともに、家庭・学校・地域が

果たす役割を明確にし、共に支えあうとともに、子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばし、

自他共に認め合うことができる教育を目指します。また、将来地元を支える活力につなが

る「ふるさと教育」を推進する中で、未来へ向けた人づくりを行います。 

 

２ 生きがいある暮らしのための生涯学習の推進 

市民が心豊かで生きがいのある人生を送れるよう、さまざまな講座・講演会を開催しま

す。今後も、各種生涯学習講座の内容をさらに充実させ、市民の学習意欲や満足度を高め

るとともに、学びの場をとおして子どもたちに対する家庭や地域の教育力の向上を図りま

す。また、社会教育施設の学習環境改善のため、今後も計画的に改修工事を実施します。 

 

３ 健やかな心と体を育む生涯スポーツの推進 
各ライフステージで市民の誰もがそれぞれのライフスタイル、興味・関心、適正等に応

じてスポーツ活動に参画し、健康で生きがいのある生活が営まれるよう、子どものスポー

ツの機会や親しむことができる環境の充実、総合型地域スポーツクラブへの支援、全国や

世界で活躍できる選手の育成、市民のスポーツ活動を支える人材の育成と活用に努めます。 

 

４ 子どもが健やかに育つ環境の充実 
地域の風土や自然などに愛着と誇りをもち、能力や可能性を伸ばす魅力ある幼児教育・

５年間の重点目標(令和２年度～６年度) 

基本目標 
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資料２



 
 

保育を実践します。 

幼児教育・保育施設（保育園・認定こども園等）における提供量の確保及びサービスの充

実とその質の向上を図ります。 

児童館や放課後児童クラブをはじめとする児童の居場所づくりを推進し、児童の健全な

育成及び共働き世帯の子育てと仕事の両立を支援します。 

家庭や地域社会全体の子育て力の向上に努めるとともに、子育て支援サービスの機能や

情報、子育て等に関する相談体制を強化し、すべての子どもが家庭環境や障害などに関わ

らず、健やかに育つための支援体制の充実に取り組みます。 

 

５ 文化財の保存・活用と伝統文化の継承 

文化財は地域の歴史や文化を正しく理解するうえで欠かせない市民共有の財産であり、

その適切な保存整備に努めます。また、文化財の情報発信や活用に取り組むことで、文化

財の価値や保存継承の大切さについて理解促進を図り、地域に対する誇りや愛着の醸成、

地域の宝を後世に継ぐ担い手の育成に努めます。 

   

 
令和６年度の主な取組 

 

総合教育会議をはじめ、教育委員会と市長部局とのさらなる連携強化を図るとともに家庭・  

学校・地域社会が一体となって下記の具体的な事業をはじめ、こどもの権利条例事業などに取

り組みます。 

※は第２次南砺市総合計画事業で取り組む事業 

 

令和６年度内に教育委員会が計画策定を実施するもの 

 ・第３次南砺市教育振興基本計画（教育総務課） 

 ・第２次南砺市スポーツ推進計画後期計画（生涯学習スポーツ課） 

 ・第５次南砺市子ども読書活動推進計画（生涯学習スポーツ課・中央図書館） 

  

 令和６年度内に教育委員会が主体となって取り組むイベント 

 ・市誕生２０年企画教育フェスティバル『南砺で育つ子どもたち』 

 
１ 豊かな人間性を育む学校教育の充実 

―ふるさとを誇りに思い、未来を切り拓く なんとっ子の育成を目指して― 

（１）自他を尊重し、思いやりと助け合う心の育成 

※① ふるさと教育の推進 

② 市いじめ問題対策連絡会議を核にした子どもいじめ防止対策の推進 

③ 「いじめ早期発見・早期対応のためのアンケート」の実施 

④ よりよい学校生活と友達づくりのための「小・中学校生活アンケート調査」の実施 

⑤ スクールアドバイザーの配置 

⑥ 特別支援教育コーディネーターによる「個別の教育支援計画」等の立案・策定への支援 

⑦ 早期支援コーディネーターによる幼・保・小の連携を通じた情報提供及び相談体制の充実 
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⑧ スクールソーシャルワーカー、適応指導員等による相談体制の充実 

⑨ 教育支援センター運営研修の実施 

⑩ スタディ・メイトの配置による支援体制の充実 

※⑪ 帰国・外国人児童生徒への支援 

⑫ 学校図書館司書助手の配置及び図書館から司書の派遣による読書環境の整備・充実 

⑬ キャリア教育の推進 

 

（２）確かな学力の育成 

① 小中一貫教育の推進 

② 兼務発令による小・中学校教員の授業交流の促進 

※③ 山村留学定住の推進（長期山村留学、短期山村留学、週末自然体験） 

④ 1 人 1 台タブレット端末の活用の推進 

⑤ ＩＣＴ支援員の配置《拡充》 

⑥ 児童生徒の学力を把握し指導の改善に役立てる「全国標準学力検査」(NRT)の実施 

⑦ なんとっ子まなびサポーター（国語・算数（数学）学習サポーター）の配置 

⑧ 令和のとやま型教育の推進 

⑨ 小・中・義務教育学校への ALT 派遣による外国語活動の充実 

⑩ 英語検定（３級以上）への助成 

⑪ 英語学習パートナーの派遣、理科観察実験への支援 

⑫ こどもの権利を意識した、教員の授業力向上に向けた研修の実施 

※⑬ 地域教材副読本の作成 

⑭ 奨学金貸与事業の実施 

⑮ 不登校児童生徒等の学び継続 

 

（３）健やかな体の育成 

① 中学校部活動の地域移行・適正配置の推進 

※② 中学校部活動指導員配置支援《拡充》 

③ 地域スポーツクラブ活動体制の整備 

④ 給食調理業務委託の推進《拡充》 

⑤ 学校給食費負担軽減対策 

⑥ 学校給食会計の市内一元化《新》 

⑦ 地元食材を通して食と地域への理解を深める「なんとハートフルランチ」「なーんと！おいし

い学校給食週間」「なんと自然給食ものがたり」の実施 

 

 （４）学校教育を支える環境の整備 

① 地域における学校統合の検討開始《新》 

② 平・上平地域義務教育学校の設置準備《新》 

③ 特認校制度の適切な運用 

※④ 電子黒板・実物投影機等の計画的更新 

⑤ 通学路安全点検の実施とスクールバスの計画的更新 

⑥ スクールガードリーダーの配置 

⑦ 学校図書館図書の整備 

⑧ 学校施設照明ＬＥＤ化の推進 

⑨ チーム担任制（多学級合同指導体制）の推進 
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⑩ 事務職員の兼務発令による学校事務のチーム化への取組 

⑪ 教育教材備品の整備 

⑫ 学校事務のＤＸ化、ペーパーレス化の推進 

⑬ コミュニティ・スクールの設置準備 

 

２ 生きがいある暮らしのための生涯学習の推進 

（１）生涯学習活動の推進 

① 地域の生涯学習活動への支援 

② 地域づくり協議会の生涯学習担当者の資質向上に向けた研修会等の実施 

③ 「南砺市民大学講座」「緑の里講座（高齢者大学）」の実施 

④ 心豊かな子どもを育てる体験活動の実施 

※⑤ 各小学校区で小学校の余裕教室等を活用した「放課後子ども教室」「土曜学習推進事業」 

の充実 

※⑥ 中学生が夏休み等を過ごす際の学習の場を提供する「中学生学習支援推進事業」の実施 

⑦ 社会教育団体の活動への支援 

⑧ 地区高齢者学級への支援 

※⑨ 松村記念会館資料調査事業の実施 

⑩ 幼・保・小・中で開催される子育て講座等、家庭の教育力向上への支援 

⑪ 「なんとっ子家庭教育 10 か条」の活用 

※⑫ 図書館デジタル化推進事業（市立図書館と学校図書館の共通システム化とＩＣシステム化）

の実施 

⑬ 利用者ニーズに対応した図書館サービス（蔵書及びレファレンス）の充実 

⑭ 「なんとみらい文庫」の充実 

⑮ 「南砺市型学校司書モデル事業による学校図書館と市立図書館の連携強化 

⑯ 地域図書館と南砺福野高校・南砺平高校との連携事業の充実 

※⑰ なんと！バースデーブック事業の実施 

※⑱ 「なんと！ぐるっと巡回本サービス事業」《新》 

 ⑲ 第５次南砺市子ども読書活動推進計画の策定（R7-R11）《新》 

 

（２）青少年健全育成活動への支援 

① 地域に密着した活動を実施している青少年育成市民会議への支援 

 

（３）社会教育施設の整備・充実 

① 各社会教育施設の指定管理者等による効率的な管理運営の推進 

② 各社会教育施設の老朽化の著しい施設や機械設備の改修を実施 

 

３ 健やかな心と体を育む生涯スポーツの推進 

（１）市民スポーツの推進 

※① 第２次南砺市スポーツ推進計画後期計画の策定（R7-R11）《新》 

※② 運動遊びの大切さについて理解を深める「なんと元気っ子教室」の継続（保育園・認定こ 

ども園） 

③ 総合型地域スポーツクラブの活動支援 

※④  スポーツクラブ指導力向上の為の資格取得に係る支援 

※⑤ スポーツ教室の開催や企業や事業所へのスポーツ指導者派遣 

⑥ ニュースポーツ、レクリエーションスポーツなどの生涯スポーツの紹介及び推進 
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※⑦ 中学校部活動の拠点校化・地域移行に伴う小学校段階からスポーツの持続可能な環境づくり

への支援《新》 

⑧ 南砺市の特徴を生かしたスポーツ大会の誘致及び開催の支援 

 

（２）競技スポーツの振興 

① 体育協会・競技協会でのスポーツ競技力の向上及び選手・指導者の育成強化等への支援 

② 全国大会等のスポーツ大会出場者への支援 

 

（３）スポーツ施設の効率的な運営と整備 

① 各社会体育施設の指定管理者等による効率的な管理運営の推進 

② 各社会体育施設の老朽化の著しい施設や機械設備の改修を実施 

 

４ 子どもが健やかに育つ環境の充実 
―こどもの権利条例事業を通じた「こどもも大人もともに幸せに暮らせるまちづくり」

の実現― 

（１）未来をひらく子育ち支援 

① 第２期子ども・子育て支援事業計画に基づき、質の高い教育・保育及び地域子ども・子育て

支援事業の計画的な実施（子ども・子育て会議の開催）、第３期子ども・子育て支援事業計画策

定事業（Ｒ５から継続） 

② 幼児教育・保育のカリキュラムの充実 

     ・日常的に豊かな遊びや自然体験活動等を取り入れた幼児教育・保育の実施 

・親子が一緒になって行う運動遊び体験等の実施による子どもの運動能力の向上 

・保育者や保護者が同じ価値観に立ち非認知能力を身に付ける子育てをする意識の浸透 

③ 保育士・看護師・調理員等の人材確保 

 ④ 子どもや保護者等を支援するための保育士研修の充実による資質の向上 

⑤ 幼児教育・保育施設へのアドバイザーの計画的な訪問と指導・助言による資質の向上 

⑥ 幼・保・小の連携の推進 

⑦ 健やかな保育環境の確保のための施設・設備修繕工事、備品購入等 

⑧ 井口保育園大規模改修工事実施設計《新》 

⑨ 私立保育園・認定こども園等への支援の充実（施設型給付の支給、特別保育事業への支 

援、民間保育園等育成利子補給金の支援） 

   ⑩ 保育園ＩＣＴ活用支援システム「コドモン」による保育環境の向上 

※⑪ 子どもが幸せに育つための「こどもの権利条例事業」《拡充》 

  

（２） 子育てを担う家庭への支援 

① 保育園・認定こども園等における幼児教育・保育の提供量の確保及びサービスの充実 

② 子育て支援センター等における子育て教室・講座の開催 

※③ 子育て・親育ち応援事業（Welcome 赤ちゃん講座、パパ・ママ講座、みんなの子育て講座の

開催） 

※④ 子育て交流サロンの実施 

 ⑤ ファミリー・サポート・センター事業の充実 

⑥ 次代の親の育成のため保育園・児童館等でのボランティア活動の受入促進 

※⑦ 児童館及び放課後児童クラブ事業の充実 

※⑧ とやまっ子さんさん広場推進事業(地域主体の学童保育)への財政支援 
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⑨ 保育料無償化等による経済的負担の軽減 

・国の幼児教育・保育の無償化 

※・保育料等軽減事業（第３子以降の保育料無料化や各種の保育料軽減（多子軽減、三世代 

同居軽減）等による経済的支援） 

※⑩ 認可外施設に通う子どもにかかる利用料への支援 

※⑪ こども医療費・妊産婦医療費助成制度の実施 

※⑫ 出生祝い金制度の実施 

⑬ 児童手当等の給付《拡充》 

※⑭ 子育て応援制度の実施（低所得世帯への入学・卒業祝い金支給事業及び高校生通学支援金） 

※⑮ 子育て支援アプリシステム「なんと Hug(ハグ)」による子育て支援の充実 

※⑯ なんとの宝お祝い事業の実施 

※⑰ 子育て支援ガイドブック事業による情報提供・相談体制の充実（すこやかＷｅｂ・ＡＩチャ

ットボットシステム） 

※⑲ こども家庭センター「スマイルなんと」の相談及び支援体制の充実《拡充》 

 ⑳ 子育て短期支援事業（ショートステイ）の実施 

 ㉑ ペアレントトレーニング事業の実施《新》 

 

（３）地域や企業における子どもと家庭への支援 

※① 子どもの居場所づくり促進事業の実施（多世代交流事業、学習支援事業） 

② ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた理解促進と啓発活動の実施 

※③ なんと！やさしい子育て応援企業認定制度の実施による子育てと仕事の両立の促進 

 

（４）配慮が必要な子どもと家庭への支援 

① 発達障がい児や特別な支援が必要な子への専門的な支援の実施 

（訪問、個別相談会、教室・講座の開催） 

② こども家庭センター「スマイルなんと」やわらび学園等関係機関の専門の相談員による支援

体制の実施 

③ 要保護児童等の早期発見や適切な保護、未然防止を図るための要保護児童対策地域協議会の

開催 

④ 児童虐待の早期発見や早期対応の実施 

⑤ 子どもの貧困対策の推進 

⑥ ひとり親家庭への自立支援 

・修学資金・福祉資金等の貸付制度の周知徹底 

・自立支援等に関する随時相談の実施 

※・母子家庭等就業・自立支援事業の実施 

・ファミリー・サポート・センターひとり親家庭等利用支援事業 

 

５ 文化財の保存・活用と伝統文化の継承 
（１） 世界遺産マスタープランの推進 

①  世界遺産の保存 

・世界遺産マスタープランの改訂 

・包括的保存管理計画（白川村共同、世界遺産マスタープランの上位計画）の策定 

② 出前講座など小中学校への啓発活動 

（２）文化財展示・収蔵施設の機能充実 
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① 埋蔵文化財センター展示の充実、体験学習会の開催 

② 城端曳山会館展示の充実 

（３）文化・歴史遺産の保存と活用 

① 指定文化財等の適切な保存・活用と普及啓発の推進 

② 古文書などの歴史資料や民俗文化財、埋蔵文化財の保存と調査・活用の推進 

・善徳寺文書調査活用事業への支援 

・福野夜高曳山行事総合調査の実施 

・脇谷のトチノキ樹勢継続のための調査 

③ 合掌造り家屋等茅葺き建造物の屋根葺替え等修理事業の実施 

④ 地域の貴重な建造物の保存と活用のため、国の登録文化財制度を活用 

⑤ 獅子舞、庵唄等の伝統芸能保存団体の活動支援 

   ⑥ 南砺市文化財保存活用地域計画の推進 

⑦「南砺市の民藝」普及啓発活動 

 

※第２次南砺市教育振興基本計画に掲げる「基本目標５：魅力ある文化芸術活動の振興」に関する業務

については「南砺市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例」に基づき、市長（文化・世界遺

産課所管）が管理し、執行することとなっていることから本重点施策には掲載しない。 
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ル

団
体

数
を

拡
大

。
（

Ｒ
５

:
９

→
Ｒ

６
：

１
２

）
・

地
域

型
ク

ラ
ブ

の
初

年
度

に
お

け
る

活
動

助
成

を
創

設
。

新
規

【
合

併
2
0
年

企
画

】
社

会
教

育
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
事
業

市
が

進
め

る
「

Ｓ
Ｄ

Ｇ
'
s
」

、
「

こ
ど

も
の

権
利

条
例

」
、

「
ふ

る
さ

と
教

育
」

等
の

各
事

業
に

つ
い

て
、

合
併

２
０

周年
の

メ
モ

リ
ア

ル
事

業
と

し
て

社
会

教
育

全
体

を
通

し
た

一
体的

な
発

表
を

行
う

こ
と

で
、

効
果

的
な

市
民

へ
の

周
知

お
よ

び子
ど

も
た

ち
が

市
全

体
の

将
来

に
つ

い
て

考
え

る
き

っ
か

け
作り

を
図

る
。

8
5
9

0
8
5
9

例
年

２
月

に
実

施
し

て
い

る
生

涯
学

習
ス

ポ
ー

ツ
課

の
社

会
教

育
推

進
大

会
を

前
倒

し
、

1
1
月

開
催

で
一

体
化

し
て

行
う

こ
と

で
、

市
民

へ
の

効
果

的
な

ア
ピ

ー
ル

が
で

き
、

子
ど

も
た

ち
の

相
互

交
流

も
期

待
で

き
る

。

新
規

第
３

次
教

育
振

興
基

本
計

画
策

定
事
業

教
育

基
本

法
の

規
定

に
基

づ
き

策
定

し
た

南
砺

市
教

育
振

興基
本

計
画

に
つ

い
て

、
第

３
次

計
画

（
令

和
７

～
１

１
年

度
）を

策
定

す
る
。

5
0
6

0
5
0
6

第
１

次
計

画
（

Ｈ
２

６
年

度
策

定
、

事
業

費
５

０
９

千
円

）
第

２
次

計
画

（
Ｒ

元
年

度
策

定
、

事
業

費
４

６
６

千
円

）

新
規

平
・

上
平

地
域

義
務

教
育

学
校

設
置

協
議
会

平
・

上
平

地
域

の
義

務
教

育
学

校
設

置
に

つ
い

て
協

議
を

おこ
な

う
た

め
の

協
議

会
を

開
催

す
る
。

3
9
9

0
3
9
9

令
和

５
年

８
月

に
平

及
び

上
平

地
域

づ
く

り
協

議
会

か
ら

提
出

さ
れ

た
要

望
書

を
受

け
て

開
催

す
る

も
の

。
（

令
和

５
年

度
に

第
１

回
を

開
催

）

新
規

福
光

地
域

学
校

統
合

検
討

委
員

会
福

光
地

域
の

学
校

統
合

に
つ

い
て

協
議

を
お

こ
な

う
た

め
の検

討
委

員
会

を
開

催
す

る
。

3
5
4

0
3
5
4
令

和
６

年
１

月
に

提
出

さ
れ

た
学

校
の

あ
り

方
に

関
す

る
提

言
書

を
受

け
て

開
催

す
る

も
の

。

教
育

総
務
課
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令
和
６
年

度
　
当

初
予

算
の
概

要
単

位
：
千

円

課
名

事
業

種
別

事
業

名
等

事
業

内
容

要
求

額
前

年
度
当

初
予

算
額

増
減

額
増

減
理

由
等

新
規

利
賀

学
舎

開
校

整
備

事
業

令
和

６
年

４
月

開
校

の
義

務
教

育
学

校
利

賀
学

舎
の

開
校

式の
開

催
、

児
童

生
徒

玄
関

・
マ

ル
チ

ス
ペ

ー
ス

・
職

員
室

等
の改

修
を

行
う

も
の
。

2
,
9
07

0
2
,
9
07

義
務

教
育

学
校

化
に

伴
い

必
要

と
な

る
改

修
等

を
行

う
も

の
。

新
規

図
書

館
専

用
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

市
立

図
書

館
と

小
中

学
校

図
書

館
を

連
携

化
す

る
専

用
ポ

ータ
ル

サ
イ

ト
使

用
に

か
か

る
学

校
図

書
館

分
の

経
費

を
計

上
する

も
の
。

6
6
0

0
6
6
0
令

和
５

年
度

の
図

書
館

シ
ス

テ
ム

更
新

に
伴

う
も

の
。

新
規

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

移
行

業
務

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

サ
ー

バ
本

体
の

耐
用

年
数

を
令

和
６

年度
中

に
迎

え
る

こ
と

か
ら

、
シ

ス
テ

ム
デ

ー
タ

を
ク

ラ
ウ

ド
サー

ビ
ス

へ
の

移
行

を
図

る
も

の
。

1
5
,
2
71

0
1
5
,
2
71

サ
ー

バ
等

の
保

有
不

要
に

よ
る

負
担

軽
減

や
早

期
の

ト
ラ

ブ
ル

対
応

が
可

能
と

な
る

。
ま

た
、

将
来

的
な

自
治

体
間

で
の

共
同

利
用

も
見

込
ま

れ
る

こ
と

か
ら

、
コ

ス
ト

メ
リ

ッ
ト

も
期

待
で

き
る

。

新
規

小
中

学
校

複
合

機
賃

貸
借

市
内

全
学

校
で

使
用

し
て

い
る

コ
ピ

ー
機

、
印

刷
機

に
つい

て
、

両
機

能
を

併
せ

持
っ

た
複

合
機

へ
の

一
斉

更
新

を
図

るも
の

。
1
1
,
7
37

0
1
1
,
7
37

規
定

使
用

量
、

管
理

経
費

を
含

ん
だ

契
約

締
結

に
よ

り
、

業
務

量
を

縮
減

、
効

率
化

を
図

る
。

新
規

学
校

環
境

衛
生

検
査

機
器

購
入

学
校

薬
剤

師
が

学
校

保
健

安
全

法
に

基
づ

い
て

実
施

す
る

学校
施

設
の

環
境

衛
生

検
査

に
必

要
と

な
る

検
査

機
器

を
購

入
する

も
の
。

5
0
6

0
5
0
6

現
在

は
県

薬
剤

師
会

所
有

の
検

査
機

器
を

使
用

し
て

お
り

、
市

で
整

備
す

る
こ

と
で

学
校

薬
剤

師
の

負
担

軽
減

が
図

ら
れ

る
た

め
。

新
規

城
端

小
学

校
照

明
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
事

業

城
端

小
学

校
の

照
明

器
具

に
つ

い
て

、
蛍

光
灯

及
び

水
銀

灯を
Ｌ

Ｅ
Ｄ

に
切

り
替

え
、

児
童

の
学

習
環

境
の

改
善

を
図

るも
の

。
6
,
0
07

0
6
,
0
07

経
年

劣
化

等
に

よ
る

不
点

灯
、

照
度

不
足

お
よ

び
蛍

光
灯

の
生

産
縮

小
・

中
止

に
よ

る
照

明
器

具
本

体
の

取
替

の
必

要
性

が
あ

る
た

め
。

新
規

小
中

学
校

高
圧

設
備

改
修

事
業

（
利

賀
複

合
教

育
施

設
、

城
端

小
学

校
、

福
光

南
部

小
学

校
）

更
新

推
奨

時
期

を
経

過
し

た
高

圧
受

電
設

備
に

つ
い

て
、

更新
を

行
う

も
の
。

4
,
6
69

0
4
,
6
69

経
年

劣
化

に
よ

る
機

能
・

性
能

の
低

下
、

故
障

・
不

具
合

の
発

生
の

危
険

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
計

画
的

に
更

新
す

る
。

新
規

城
端

中
学

校
空

調
設

備
設

置
事

業

城
端

中
学

校
の

相
談

室
・

ふ
れ

あ
い

ル
ー

ム
に

空
調

設
備

の新
規

設
置

、
故

障
し

た
会

議
室

の
空

調
設

備
の

更
新

を
す

るも
の

。
3
,
5
25

0
3
,
5
25

利
用

頻
度

が
高

い
相

談
室

へ
の

新
設

、
及

び
故

障
中

の
会

議
室

の
更

新
を

行
う

必
要

が
あ

る
た

め
。

新
規

吉
江

中
学

校
自

動
火

災
報

知
設

備
更

新
事
業

吉
江

中
学

校
の

自
動

火
災

報
知

設
備

に
つ

い
て

更
新

を
行

うも
の

。
1
5
,
1
80

0
1
5
,
1
80

設
置

後
２

０
年

以
上

を
経

過
し

て
お

り
、

故
障

発
生

し
た

場
合

に
部

品
の

対
応

が
で

き
な

い
状

況
の

た
め

。

新
規

福
光

中
学

校
照

明
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
事

業
福

光
中

学
校

の
照

明
器

具
に

つ
い

て
、

蛍
光

灯
・

水
銀

灯
をＬ

Ｅ
Ｄ

に
切

り
替

え
、

生
徒

の
学

習
環

境
の

改
善

を
図

る
も

の。
4
,
1
58

0
4
,
1
58

経
年

劣
化

等
に

よ
る

不
点

灯
、

照
度

不
足

お
よ

び
蛍

光
灯

の
生

産
縮

小
・

中
止

に
よ

る
照

明
器

具
本

体
の

取
替

の
必

要
性

が
あ

る
た

め
。

教
育

総
務
課
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令
和
６
年

度
　
当

初
予

算
の
概

要
単

位
：
千

円

課
名

事
業

種
別

事
業

名
等

事
業

内
容

要
求

額
前

年
度
当

初
予

算
額

増
減

額
増

減
理

由
等

新
規

城
端

小
学

校
給

食
調

理
等

業
務

委
託

城
端

小
学

校
の

給
食

調
理

等
業

務
を

市
直

営
方

式
か

ら
業

者委
託

方
式

へ
切

替
を

行
う

も
の
。

1
7
,
3
58

0
1
7
,
3
58

定
年

退
職

に
伴

い
、

不
足

す
る

調
理

員
の

配
置

状
況

を
見

据
え

た
計

画
的

な
業

務
委

託
へ

の
切

替
を

進
め

て
い

る
た

め
。

コ
ロ

ナ
・

物
価

対
策

学
校

給
食

費
軽

減
対

策
事

業
負

担
金

物
価

高
騰

の
継

続
に

伴
な

う
食

材
料

費
の

増
加

、
市

学
校

間の
保

護
者

負
担

額
の

単
価

統
一

に
伴

う
差

額
分

の
補

填
に

よ
る不

足
が

見
込

ま
れ

る
給

食
会

計
に

対
し

て
、

負
担

金
を

支
出

する
も

の
。

3
0
,
5
30

1
5
,
5
82

1
4
,
9
48

物
価

高
騰

に
よ

る
保

護
者

の
経

済
的

負
担

を
増

や
す

こ
と

な
く

、
給

食
の

量
や

質
を

維
持

し
た

学
校

給
食

の
提

供
及

び
市

内
ど

の
学

校
に

お
い

て
も

公
平

な
負

担
と

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

新
規

小
学

校
教

師
用

教
科

書
・

指
導

書
購

入
事
業

小
学

校
教

科
書

の
改

訂
に

伴
い

、
令

和
６

年
度

後
期

分
と

して
使

用
す

る
教

師
用

指
導

書
、

教
科

書
、

デ
ジ

タ
ル

教
科

書
を購

入
す

る
も

の
。

2
,
5
44

0
2
,
5
44

教
科

書
の

改
訂

は
４

年
ご

と
に

隔
年

で
行

う
た

め
。

教
育

総
務
課
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単
位

：
千

円

課
名

事
業

種
別

事
業

名
等

事
業

内
容

要
求

額
前

年
度
当

初
予

算
額

増
減

額
増

減
理

由
等

総
合

放
課

後
子

ど
も

教
室

事
業

市
内

の
小

学
校

区
に

お
い

て
、

放
課

後
に

小
学

校
の

余
裕

教
室
等

を
活

用
し

て
、

地
域

の
方

々
の

参
画

を
得

て
、

子
供

た
ち

と
と
も

に
勉

強
や

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
活

動
・

地
域

住
民

と
の

交
流

活
動等

の
取

組
み

を
実

施
す

る
。

2
,
6
61

2
,
4
84

1
7
7
放

課
後

児
童
ク
ラ
ブ
と
の
連
携

活
動

予
定
。

総
合

土
曜

学
習

推
進

事
業

市
内

の
小

学
校

区
に

お
い

て
、

週
末

等
に

小
学

校
の

余
裕

教
室
等

を
活

用
し

て
、

地
域

の
方

々
の

参
画

を
得

て
、

子
供

た
ち

と
と
も

に
勉

強
や

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
活

動
・

地
域

住
民

と
の

交
流

活
動等

の
取

組
み

を
実

施
す

る
。

1
,
9
67

1
,
9
52

1
5
実

績
見

込
み
に
よ
る
。

総
合

松
村

記
念

会
館

資
料

調
査
事

業

松
村

記
念

会
館

資
料

調
査

事
業

の
こ

れ
ま

で
の

成
果

発
表

の
機会

と
す

る
。

加
え

て
、

仮
称

「
松

村
謙

三
の

生
涯

」
と

称
し

た
講演

会
を

開
催

す
る
。

「
松

村
謙

三
先

生
」

の
残

さ
れ

た
遺

墨
や

写
真

、
日

記
、

旅行
記

、
書

簡
な

ど
の

展
示

を
行

う
。

松
村

記
念

会
館

所
蔵

作
品

のほ
か

高
岡

高
校

、
富

山
高

校
の

遺
墨

な
ど

の
作

品
展

示
を

行
う。

6
,
0
36

3
,
9
32

2
,
1
04

松
村

謙
三

展
の
開

催
（
4
/
27

～
6
/
2）

松
村

謙
三

遺
墨

集
（
第
3
集
）
、

資
料

集
（
第
5
集
）
の
刊
行

会
任

職
員

期
末

手
当

等
追
加

新
規

福
野

文
化

創
造

セ
ン

タ
ー

空
調

中
央

監
視

装
置

更
新

経
年

劣
化

に
よ

り
空

調
監

視
や

制
御

機
能

が
停

止
し

て
お

り
、手

動
で

操
作

し
て

い
る

状
態

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

装
置

一
式

の
更新

を
行

う
も

の
。

4
6
,
3
87

4
6
,
3
87

空
調

制
御
（
温

度
・
湿

度
・
換

気
の
調

節
）
や

監
視
が
行
え
な

い
た
め
更

新
を
行
う
。

新
規

福
野

文
化

創
造

セ
ン

タ
ー

空
調

設
備

部
品

修
繕

ア
ー

ト
ス

ペ
ー

ス
や

デ
ー

タ
ー

ス
ペ

ー
ス

の
冷

暖
房

の
効

き
が悪

い
状

態
が

続
い

て
い

る
た

め
部

品
交

換
を

行
う

も
の
。

2
,
7
50

2
,
7
50

設
備
の
劣

化
で
異

音
も
発
生

し
て
い
る
。
冷

暖
房

効
果
を
高

め
る
た
め
修

繕
を
行
う
。

新
規

福
野

文
化

創
造

セ
ン

タ
ー

電
話

設
備

更
新

ノ
イ

ズ
の

発
生

な
ど

、
利

用
者

の
問

合
せ

等
に

対
し

て
不

具
合が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

電
話

設
備

一
式

の
更

新
を

行
う

も
の。

3
,
7
75

3
,
7
75

利
用

者
へ
の
対

応
に
影

響
あ

る
た
め
更

新
を
行
う
。

新
規

城
端

伝
統

芸
能

会
館

熱
源

設
備

更
新

ガ
ス

バ
ル

ク
貯

槽
は

、
法

令
上

２
０

年
で

検
査

が
必

要
で

あ
り、

令
和

７
年

１
月

に
期

限
を

迎
え

る
。

現
在

、
地

中
に

埋
設

さ
れて

い
る

が
施

設
の

一
部

を
取

り
壊

し
て

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
ため

安
全

性
と

今
後

の
維

持
管

理
等

を
考

慮
し

、
新

た
に

地
上

に
設置

を
行

う
も

の
。

8
,
0
41

8
,
0
41

点
検
さ
れ
て
い
な
い
設

備
は
使

用
不

可
と
な
る
。
今

後
の
維
持

管
理
の
向

上
の
た
め
に
も
更

新
を
行
う
。

新
規

井
波

総
合

文
化

セ
ン

タ
ー

舞
台

設
備

更
新

メ
モ

リ
ア

ホ
ー

ル
及

び
エ

イ
ト

ホ
ー

ル
の

滑
車

、
ワ

イ
ヤ

ー
ロー

プ
等

が
定

期
保

守
点

検
報

告
に

お
い

て
劣

化
が

確
認

さ
れ

て
いる

こ
と

か
ら

、
舞

台
設

備
を

安
全

に
利

用
で

き
る

よ
う

計
画

的
に更

新
を

行
う

も
の
。

2
2
,
8
80

2
2
,
8
80

R
6
に
更

新
推

奨
年
（
1
7年

）
を

迎
え
、
定

期
保

守
点

検
に
お

い
て
も
劣

化
確

認
さ
れ
て
お
り

危
険
で
あ
る
た
め
。

令
和

６
年

度
　

当
初

予
算

の
概
要

生
涯

学
習
ス

ポ
ー

ツ
課
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単
位

：
千

円

課
名

事
業

種
別

事
業

名
等

事
業

内
容

要
求

額
前

年
度
当

初
予

算
額

増
減

額
増

減
理

由
等

令
和

６
年

度
　

当
初

予
算

の
概
要

総
合

な
ん

と
元

気
っ

子
教
室

市
内

保
育

園
・

認
定

こ
ど

も
園

に
講

師
を

派
遣

し
、

子
供

た
ちや

保
護

者
、

保
育

士
に

運
動

・
遊

び
の

指
導

を
行

う
も

の
。

3
2
0

3
2
0

0
令

和
5
年

度
と
同
じ
6
5教

室
を

予
定
。

総
合

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
指

導
力

向
上

支
援

事
業

市
民

の
ス

ポ
ー

ツ
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

に
対

応
す

る
た

め
、

社
会体

育
施

設
を

指
定

管
理

す
る

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
ス

タ
ッ

フ
の

運
動指

導
ス

キ
ル

の
た

め
の

資
格

取
得

に
係

る
経

費
を

補
助

す
る

も
の。

4
0
0

6
0
0

▲
 
2
00

実
績

見
込

み
に
よ
る
。

総
合

事
業

所
・

企
業

向
け

ス
ポ
ー

ツ
指

導
者

派
遣

事
業

市
内

の
事

業
所

や
企

業
に

ス
ポ

ー
ツ

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

を
派遣

し
、

運
動

に
取

り
組

む
き

っ
か

け
づ

く
り

を
行

う
も

の
。

ま
た

、
事

業
所

や
企

業
が

市
内

体
育

施
設

を
利

用
し

て
ス

ポ
ーツ

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
す

る
場

合
に

施
設

使
用

料
を

補
助

す
る

も
の。

5
0

1
0
0

▲
 
5
0
実

績
見

込
み
に
よ
る
。

総
合

市
民

体
力

づ
く

り
教

室
開

催
事

業

市
民

の
運

動
離

れ
に

よ
る

体
力

の
低

下
等

、
市

民
の

健
康

へ
の悪

影
響

が
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
市

民
を

対
象

に
ス

ポ
ー

ツ
教室

を
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
に

委
託

す
る
。

4
,
0
00

2
,
0
00

2
,
0
00

部
活

動
に
も
ク
ラ
ブ
に
も
参
加

加
入
し
な
い
生

徒
等
に
対
し
、

様
々
な
選

択
肢
を
用

意
す
る
と

と
も
に
、
小

学
校

段
階
も
含
め

て
、
手

厚
く
支

援
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
く
た
め
。

新
規

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
等

指
導
者

謝
金

中
学

校
部

活
動

の
拠

点
校

化
・

地
域

移
行

を
見

据
え

、
小

学
校段

階
の

指
導

者
（

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
等

）
に

対
す

る
指

導
者

謝
金を

交
付

す
る
。

1
3
,
4
97

0
1
3
,
4
97

ス
ポ
ー
ツ
の
持

続
可

能
な
環

境
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
く
た
め
。

新
規

南
砺

市
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

資
格

取
得

支
援

事
業

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
及

び
中

学
校

部
活

動
の

拠
点

校
化

・
地

域
移行

に
関

わ
る

指
導

者
に

対
し

資
格

取
得

（
日

本
ス

ポ
ー

ツ
協

会
公
認

ス
ポ

ー
ツ

指
導

者
資

格
）

に
係

る
経

費
に

対
し

補
助

す
る

も
の
。

2
0
0

0
2
0
0
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者

資
格
2
名
分

新
規

第
2
次

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

後
期

計
画

の
策
定

ス
ポ

ー
ツ

基
本

法
に

基
づ

き
、

５
ヶ
年

（
令

和
７

年
度

～
令

和
１

１
年

度
）
の

後
期

計
画

を
策

定
す

る
も
の

1
7
0

0
1
7
0
第
2
次
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画

R
2
-R

1
1年

度
（
R
2
.4
策

定
）

新
規

福
野

体
育

館
空

調
用

ポ
ン

プ
更

新
工
事

全
館

冷
暖

房
使

用
時

に
稼

働
し

て
い

る
空

調
用

ポ
ン

プ
に

おい
て

、
ポ

ン
プ

接
合

等
よ

り
漏

水
等

が
生

じ
て

い
る

た
め

、
更

新を
行

う
も

の
。

1
9
,
4
70

0
1
9
,
4
70

故
障
の
際
は
全

館
に
影

響
が

あ
る
た
め
。

新
規

福
光

体
育

館
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
機

器
更
新

エ
ア

ロ
バ

イ
ク
3
台

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
機

器
（

新
規

）
1
台

3
,
1
64

0
3
,
1
64

機
器
の
老

朽
化

等
に
よ
る

新
規

い
な

み
木

彫
り

の
里

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

照
明

設
備

更
新

工
事

経
年

劣
化

に
よ

る
腐

食
、

不
点

灯
等

が
み

ら
れ

る
こ

と
に

よ
る設

備
を

更
新

す
る

も
の
。

3
5
,
5
54

0
3
5
,
5
54

経
年

劣
化
に
よ
る
機

能
・
性
能

の
低

下
、
故

障
・
不

具
合
の
発

生
の
危

険
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
計

画
的
に
更

新
が
必

要
。

生
涯

学
習
ス

ポ
ー

ツ
課
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単
位

：
千

円

課
名

事
業

種
別

事
業

名
等

事
業

内
容

要
求

額
前

年
度
当

初
予

算
額

増
減

額
増

減
理

由
等

令
和

６
年

度
　

当
初

予
算

の
概
要

新
規

福
光

プ
ー

ル
多

目
的

プ
ー

ル
可

動
床

制
御

盤
更

新
工
事

福
光

プ
ー

ル
の

多
目

的
プ

ー
ル

可
動

床
制

御
盤

（
制

御
盤

シ
ーケ

ン
サ

ー
等

部
品

）
を

更
新

す
る

も
の
。

1
6
,
3
90

0
1
6
,
3
90

メ
ー
カ
ー
も
修

理
不

可
で
あ
る

た
め
更

新
が
必

要
。

新
規

福
光

プ
ー

ル
券

売
機

更
新

令
和
6
年

度
に

発
行

さ
れ

る
新

札
に

対
応

し
た

券
売

機
に

更
新
す

る
も

の
。

2
,
5
30

0
2
,
5
30

令
和
6
年
7
月
に
発

行
さ
れ
る

新
札
に
対

応
す
る
た
め

新
規

福
光

総
合

グ
ラ

ウ
ン

ド
改
修

工
事

福
光

総
合

グ
ラ

ウ
ン

ド
の

土
の

補
充

を
行

う
も

の
。

8
,
3
16

0
8
,
3
16

利
用

者
か
ら
土
の
量
が
足
り
な

い
と
の
声
が
多

数
あ
る
た
め
。

新
規

ク
レ

ー
射

撃
場

ス
キ

ー
ト

部
鉛

飛
散

防
止

ネ
ッ

ト
張
替

工
事

ク
レ

ー
射

撃
場

の
ト

ラ
ッ

プ
競

技
鉛

飛
散

防
止

ネ
ッ

ト
に

おい
て

、
一

部
穴

が
開

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
散

弾
銃

の
鉛

弾
が

遠く
へ

飛
散

し
な

い
よ

う
に

す
る

た
め

張
替

工
事

を
行

う
も

の。
9
,
4
38

0
9
,
4
38

鉛
飛

散
に
よ
る
周

辺
環

境
に

影
響

す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
張

替
を
行
う
も
の
。

生
涯

学
習
ス

ポ
ー

ツ
課
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単
位

：
千

円

課
名

事
業

種
別

事
業

名
等

事
業

内
容

要
求

額
前

年
度
当

初
予

算
額

増
減

額
増

減
理

由
等

新
規

第
5
次

南
砺

市
子

ど
も

読
書
活

動
推

進
計

画
策

定
事
業

第
5
次

南
砺

市
子

ど
も

読
書

活
動

推
進

計
画

を
策

定
す

る
も
の

9
9

0
9
9

新
規

な
ん

と
！

ぐ
る

っ
と

巡
回

サ
ー

ビ
ス

事
業

Ｒ
5
年

度
に

整
備

し
た

、
公

立
図

書
館

と
学

校
図

書
館

と
の

共通
シ

ス
テ

ム
化

に
よ
り

G
I
G
Aス

ク
ー

ル
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
使

っ
て

本
の

予
約

が
可

能
と

な
る

。
予

約
し

た
本

を
学

校
で

受
取

り
・

返
却。

ま
た

、
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー
や

病
院

で
も

同
様

な
サ

ー
ビ

ス
を利

用
す

る
こ

と
が

で
き
る

よ
う

に
学

校
や

施
設

を
巡

回
し

本
を
配

送
を

行
う

も
の

7
,
2
19

0
7
,
2
19

新
規

南
砺

市
立

中
央

図
書

館
空

調
設

備
修

繕
工

事
①

中
央

図
書

館
の

室
外

機
8
系

統
あ

る
う

ち
、

不
具

合
の
3
系

統
に
つ

い
て
R
4
年

度
に

修
繕

。
残

り
5
系

統
を
R
5
年

度
に

修
理

を
行
っ

た
。

R
4
年

度
に

修
繕

し
た
3
系

統
に

つ
い

て
、

プ
ロ

ペ
ラ

フ
ァ

ン
関
連

の
部

品
交

換
を

行
う

も
の

1
,
7
52

0
1
,
7
52

新
規

南
砺

市
立

中
央

図
書

館
空

調
設

備
修

繕
工

事
②

中
央

図
書

館
の

室
内

機
の

運
転

効
率

を
回

復
さ

せ
る

と
と

も
に、

経
年

劣
化

の
恐

れ
が

あ
る

室
内

機
の

部
品

交
換

を
行

う
もの

3
,
0
86

0
3
,
0
86

総
合

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

事
業

運
用

保
守

費
用

等
（

５
年

間
）

7
,
4
24

1
9
9
,
4
67

▲
 
1
9
2
,
0
43

新
規

に
シ

ス
テ

ム
運

用
保

守
料

が
必
要

総
合

な
ん

と
！

バ
ー

ス
デ

ー
ブ

ッ
ク

事
業

１
歳

の
誕

生
月

に
、

お
す

す
め

絵
本
(
１

歳
～

５
歳

ま
で

の
お
す

す
め

絵
本
)
の

見
本

の
中

か
ら

２
冊

を
選

ん
で

い
た

だ
き

、
プ
レ

ゼ
ン

ト
と

す
る

も
の

6
9
6

8
2
5

▲
 
1
29

該
当

児
の

減
少

に
よ
る

R
5
 
2
5
0人

→
R
6
 
2
3
2人

中
央

図
書
館

令
和

6
年

度
　

当
初

予
算

の
概
要
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令
和
６
年

度
　
当

初
予

算
の
概

要
単

位
：
千

円

課
名

事
業

種
別

事
業

名
等

事
業

内
容

要
求

額
前

年
度
当

初
予

算
額

増
減

額
増

減
理

由
等

総
合

こ
ど

も
の

権
利

条
例

事
業

市
条

例
に

掲
げ

る
「

こ
ど

も
も

大
人

も
と

も
に

幸
せ

に
暮

ら
せる

ま
ち

」
の

実
現

を
目

指
し

、
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
に

基
づ

き
権利

の
普

及
と

保
障

の
取

組
を

推
進

す
る

も
の
。

5
,
6
44

6
,
2
09

▲
 
5
65

総
合

出
生

祝
い
金

市
民

の
出

生
を

祝
う

た
め

、
新

生
児

の
保

護
者

に
祝

い
金

を
支給

す
る

も
の
。

1
9
,
0
00

2
3
,
0
00

▲
 
4
,
0
00

出
生

見
込

数
の
減

総
合

な
ん

と
の

宝
お

祝
い

事
業

満
１

歳
を

迎
え

る
子

ど
も

に
、

市
内

事
業

者
が

制
作

し
た

木
製品

を
贈

呈
す

る
も

の
。

4
,
3
42

4
,
8
90

▲
 
5
48

対
象

児
童

数
の
減

総
合

高
校

生
通

学
支

援
金

市
内

在
住

の
高

校
生

等
の

保
護

者
を

対
象

に
、

通
学

定
期

券
購入

費
の

一
部

を
助

成
し

て
経

済
的

負
担

を
軽

減
す

る
も

の
。

3
2
,
0
00

2
5
,
0
00

7
,
0
00

一
人

当
た

り
支

援
額

の
増

総
合

入
学

・
卒

業
祝
金

ひ
と

り
親

家
庭

や
低

所
得

世
帯

に
対

し
て

、
こ

ど
も

の
小

学
校入

学
・

中
学

校
入

学
・

中
学

校
卒

業
時

に
祝

い
金

を
支

給
す

るも
の

。
4
,
4
30

5
,
5
00

▲
 
1
,
0
70

対
象

児
童

数
の
減

総
合

子
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

促
進

事
業

子
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

を
行

う
地

域
団

体
等

に
対

し
、3
年

間
を

限
度

と
し

て
運

営
経

費
を

助
成

す
る

も
の
。

3
5
0

3
0
0

5
0

総
合

・
Ｄ

Ｘ
子

育
て

支
援

ガ
イ

ド
ブ
ッ

ク
電

子
化

事
業

（
す

こ
や
か

W
e
b

＆
A
I
チ

ャ
ッ

ト
ボ

ッ
ト
）

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ホ

で
閲

覧
で

き
る

子
育

て
支

援
ガ

イ
ド

ブ
ック

（
A
I
チ

ャ
ッ

ト
ボ

ッ
ト

搭
載

）
の

運
用

保
守

を
行

う
も

の
。

2
,
7
13

2
,
0
53

6
6
0
多

言
語

化
改
修

総
合

な
ん

と
！

や
さ

し
い

子
育

て
応

援
企

業
認

定
制
度

子
育

て
と

仕
事

が
両

立
で

き
る

職
場

環
境

の
整

備
に

積
極

的
に取

り
組

む
企

業
を

応
援

企
業

と
し

て
認

定
し

、
子

育
て

し
や

す
いま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

も
の
。

7
7

1
0
8

▲
 
3
1

総
合

こ
ど

も
妊

産
婦

医
療

費
助

成
事

業
高

校
生

世
代

以
下

の
児

童
と

、
妊

産
婦

に
か

か
る

医
療

費
（

自己
負

担
分

）
を

助
成

す
る

も
の
。

1
5
2
,
8
97

1
4
8
,
9
24

3
,
9
73

新
規

親
子

が
え

が
お

に
な

れ
る
前

向
き

子
育

て
講

座
（

ペ
ア
レ

ン
ト

ト
レ

ー
ニ

ン
グ
）

発
達

に
課

題
を

抱
え

て
い

る
子

ど
も

を
育

て
て

い
る

こ
と

で
子育

て
の

不
安

や
負

担
感

が
強

い
保

護
者

に
対

し
、

親
子

の
関

係
性や

発
達

に
応

じ
た

子
ど

も
と

の
関

わ
り

方
等

を
学

ぶ
た

め
の

対
応プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
も

の
。

3
1
9

0
3
1
9

こ
ど

も
課
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令
和
６
年

度
　
当

初
予

算
の
概

要
単

位
：
千

円

課
名

事
業

種
別

事
業

名
等

事
業

内
容

要
求

額
前

年
度
当

初
予

算
額

増
減

額
増

減
理

由
等

総
合

拡
充

こ
ど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
事
業

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
（

児
童

福
祉

）
と

子
育

て
世

代
包括

支
援

セ
ン

タ
ー

（
母

子
保

健
）

の
機

能
は

維
持

し
た

上
で

組
織や

事
業

を
見

直
し

、
全

て
の

妊
産

婦
、

こ
ど

も
、

子
育

て
世

代
に対

し
一

体
的

に
相

談
支

援
を

行
い

、
安

心
し

て
出

産
・

子
育

て
がで

き
る

よ
う

、
伴

走
型

相
談

支
援

の
機

能
を

有
す

る
機

関
で

ある
「

こ
ど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
」

を
令

和
６

年
４

月
か

ら
開

設
す

るも
の

。

1
2
,
9
21

7
,
2
55

5
,
6
66

相
談

員
１

名
増

員
、

報
酬

単
価

等
改

定
、

勤
勉

手
当

追
加

総
合

拡
充

子
育

て
支

援
ア

プ
リ

「
な
ん

と
Ｈ

ｕ
ｇ

」
事
業

孤
独

に
陥

り
や

す
い

子
育

て
家

庭
の

不
安

解
消

等
の

た
め

、
子育

て
支

援
ア

プ
リ

「
な

ん
と

Ｈ
ｕ

ｇ
」

の
機

能
を

活
用

し
な

が
ら伴

走
支

援
を

実
施

す
る

も
の
。

3
,
2
27

1
,
0
83

2
,
1
44

ア
プ

リ
土

台
入

れ
替

え
、

シ
ス

テ
ム

改
修

児
童

手
当

給
付

事
業

こ
ど

も
の

健
や

か
な

育
ち

を
社

会
全

体
で

応
援

す
る

た
め

、
児童

を
養

育
し

て
い

る
保

護
者

を
対

象
に

手
当

を
支

給
す

る
も

の。
（

令
和
6
年

1
0
月

か
ら

拡
充

予
定
）

6
4
0
,
5
92

5
4
9
,
8
50

9
0
,
7
42

国
制

度
改

正
に

伴
う

給
付

対
象

者
の

増
（

高
校

生
ま

で
）

児
童

館
管

理
運

営
事
業

市
内

４
児

童
館

を
拠

点
に

、
遊

び
を

通
じ

て
子

ど
も

の
健

全
な育

成
を

は
か

る
と

と
も

に
、

子
育

て
支

援
や

地
域

の
子

育
て

環
境づ

く
り

に
幅

広
く

取
り

組
む

も
の
。

4
4
,
0
55

3
8
,
2
97

5
,
7
58

職
員

処
遇

の
改
善

窓
ガ

ラ
ス

遮
光

フ
ィ

ル
ム

貼
付

け
（

城
端

・
福

光
）

総
合

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

事
業

保
護

者
が

日
中

家
庭

に
い

な
い

児
童

の
健

全
育

成
を

図
る

た
め、

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

の
運

営
を

行
う

も
の
。

5
7
,
7
56

4
6
,
0
44

1
1
,
7
12

職
員

処
遇

の
改
善

総
合

と
や

ま
っ

子
さ

ん
さ

ん
広

場
推

進
事
業

地
域

主
体

で
実

施
さ

れ
る

こ
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

に
係

る
経費

を
助

成
す

る
も

の
。

9
,
8
82

9
,
8
95

▲
 
1
3

総
合

子
育

て
交

流
サ

ロ
ン

事
業

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
を

土
・

日
曜

日
に

開
所

す
る

も
の。

令
和

５
年

度
か

ら
土

曜
日

の
開

所
は

福
光

児
童

館
「

き
っ

ず
らん

ど
」

で
の

広
い

施
設

を
活

用
し

た
拠

点
開

館
と

し
て

い
る

。
父母

と
小

学
生

以
上

の
き

ょ
う

だ
い

も
一

緒
に

来
館

で
き

、
ゆ

っ
たり

と
し

た
時

間
を

楽
し

み
な

が
ら

、
子

育
て

に
関

す
る

情
報

交
換が

で
き

る
場

を
提

供
す

る
も

の
。

1
,
0
19

9
0
7

1
1
2
報

酬
単

価
等

改
定

総
合

子
育

て
・

親
育

ち
応

援
事
業

父
母

が
対

象
の

「
パ

パ
マ

マ
講

座
」

、
妊

婦
と

そ
の

パ
ー

ト
ナー

が
対

象
の

「
も

う
す

ぐ
パ

パ
・

マ
マ

講
座

」
、

祖
父

母
世

代
や地

域
の

方
が

対
象

の
「

み
ん

な
の

子
育

て
講

座
」

を
開

催
す

るも
の

。

1
3
0

1
3
5

▲
 
5

新
規

自
然

保
育

事
業

非
認

知
能

力
向

上
の

た
め

の
自

然
を

取
り

入
れ

た
保

育
カ

リ
キュ

ラ
ム

に
つ

い
て

、
先

進
事

例
の

研
修

な
ど

職
員

全
体

で
共

通
認識

が
図

ら
れ

る
よ

う
に

取
り

組
ん

で
い

く
も

の
。

1
,
4
84

1
2
0

1
,
3
64

研
修

講
師

謝
礼
、

各
園

へ
の

取
組

費
用

こ
ど

も
課
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令
和
６
年

度
　
当

初
予

算
の
概

要
単

位
：
千

円

課
名

事
業

種
別

事
業

名
等

事
業

内
容

要
求

額
前

年
度
当

初
予

算
額

増
減

額
増

減
理

由
等

新
規

医
療

的
ケ

ア
児

の
保

育
受

入
体

制
づ

く
り

先
天

性
の

疾
患

や
、

早
産

等
で

退
院

後
も

医
療

的
ケ

ア
を

必
要と

す
る

児
を

受
け

入
れ

る
拠

点
の

保
育

園
を

定
め

、
医

療
的

ケ
アを

受
け

な
が

ら
安

全
な

保
育

園
で

の
生

活
を

保
障

す
る

た
め

、
専属

の
看

護
師

を
配

置
し

、
医

療
的

ケ
ア

児
の

受
入

れ
体

制
を

構
築す

る
も

の
。

8
,
4
67

0
8
,
4
67

看
護

師
等

配
置

総
合

保
育

料
等

軽
減

事
業

（
歳
入

減
）

保
育

園
・

認
定

こ
ど

も
園

に
通

う
子

ど
も

を
対

象
に

、
国

に
よる

３
～

５
歳

児
の

保
育

料
無

償
化

に
あ

わ
せ

て
０

～
２

歳
児

の
保育

料
等

の
軽

減
を

行
う

も
の
。

3
7
,
3
83

4
4
,
9
86

▲
 
7
,
6
03

対
象

児
童

数
の
減

総
合

認
可

外
保

育
施

設
に

通
う
子

ど
も

に
か

か
る

利
用

料
（
保

育
料

等
）

支
援

事
業

保
育

園
・

認
定

こ
ど

も
園

に
通

う
子

ど
も

た
ち

と
同

様
に

、
認可

外
保

育
施

設
に

通
う

子
ど

も
に

か
か

る
利

用
料

（
保

育
料

等
）の

軽
減

を
行

う
も

の
。

1
,
8
72

2
,
3
33

▲
 
4
61

対
象

児
童

数
の
減

こ
ど

も
課
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単
位

：
千
円

課
名

事
業

種
別

事
業

名
等

事
業

内
容

要
求

額
前

年
度
当

初
予

算
額

増
減

額
増

減
理

由
等

新
規

旧
五

箇
山

街
道

迂
回

路
整
備

市
史

跡
「

旧
五

箇
山

街
道

峠
道

」
の

う
ち

朴
峠

道
の

土
砂

崩れ
に

よ
る

通
行

止
め

を
解

消
す

る
た

め
迂

回
路

を
整

備
す
る

2
4
5

0
2
4
5

新
規

脇
谷

の
ト

チ
ノ

キ
調

査
事
業

国
指

定
天

然
記

念
物

「
脇

谷
の

ト
チ

ノ
キ

」
に

つ
い

て
、

樹勢
回

復
対

策
の

た
め

、
現

状
の

状
態

調
査

を
実

施
す

る
も
の

2
,
1
20

0
2
,
1
20

新
規

南
砺

市
ユ

ニ
ー

ク
ベ

ニ
ュ
ー

文
化

財
利

用
促

進
事

業
補
助

市
内

の
指

定
等

文
化

財
(
主

に
建

造
物
)
の

活
用

を
図

る
た

め
、

対
象

文
化

財
を

会
場

に
し

た
行

事
に

つ
い

て
会

場
使

用
料

を補
助

す
る

も
の

2
5
0

0
2
5
0

新
規

瑞
泉

寺
太

子
堂
雨

漏
り

修
繕

補
助

市
指

定
建

造
物

「
瑞

泉
寺

」
の

う
ち

太
子

堂
及

び
香

部
屋

の雨
漏

り
修

繕
に

対
し

て
補

助
す

る
も
の

8
1
8

0
8
1
8

新
規

世
界

遺
産

登
録
3
0
周

年
記

念
事

業
準

備
委

員
会

R
7
に

世
界

遺
産

登
録
3
0
周

年
を

迎
え

る
に

あ
た

り
事

業
内

容
を

検
討

す
る

委
員

会
を

立
ち

上
げ

る
も
の

8
9

0
8
9

新
規

世
界

遺
産

マ
ス
タ

ー
プ

ラ
ン

改
訂

版
作
成

世
界

遺
産

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

改
定

版
作

成
事
業

2
,
1
22

0
2
,
1
22

新
規

白
川

郷
五

箇
山

デ
ジ

タ
ル

ヘ
リ

テ
ー

ジ
セ

ン
タ

ー
製

作
・

管
理

白
川

郷
と

と
も
に

世
界

遺
産

の
情

報
発

信
や

普
遍

的
価

値
を
伝

え
る

デ
ジ

タ
ル

ヘ
リ

テ
ー

ジ
セ

ン
タ

ー
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト上
に

製
作

す
る

も
の

9
6
1

0
9
6
1

新
規

重
要

文
化

財
「

羽
馬
家

住
宅

」
観

光
拠

点
整

備
事

業
補
助

重
要

文
化

財
「

羽
馬

家
住

宅
」

の
茅

屋
根

葺
き

替
え

、
照

明器
具

の
修

繕
に

補
助

す
る

も
の

3
4
1

0
3
4
1

新
規

「
棟

方
の

つ
ど

い
i
n
な

ん
と

」
開

催
事
業

棟
方

志
功

ゆ
か

り
の

自
治

体
の

長
が

集
い

、
自

治
体

相
互

の文
化

芸
術

の
発

展
を

図
る

こ
と

を
目

的
に

、
基

調
講

演
や

関
連施

設
等

の
視

察
、

各
自

治
体

の
首

長
と

関
係

者
の

連
携

・
交

流を
深

め
る

た
め

の
情

報
交

換
会

を
実

施
す

る
も

の
。

5
3
3

0
5
3
3

新
規

「
南

砺
市

文
化
芸

術
ア

ー
カ

イ
ブ

ズ
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

」
町

史
・

村
史

デ
ジ
タ

ル
ア

ー
カ

イ
ブ

事
業

「
南

砺
市

文
化

芸
術

ア
ー

カ
イ

ブ
ズ

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

」
に

おい
て

、
旧

８
町

村
発

行
の

町
史

・
村

史
等

を
デ

ジ
タ

ル
化

し
、
郷

土
資

料
と

し
て

保
存

す
る
。

2
,
0
79

0
2
,
0
79

昨
年

末
に

「
南

砺
市

文
化

芸
術

ア
ー

カ
イ

ブ
ズ

」
が

デ
ジ

タ
ル

ア
ー

カ
イ

ブ
学

会
賞

を
受

賞
し

た
こ

と
を

機
に

更
な

る
内

容
充

実
を

図
る

も
の
。

新
規

南
砺

市
文

化
協
会

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
補

助
金

令
和

５
年

度
に

統
合

し
た

南
砺

市
文

化
協

会
に

対
し

、
活

動ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
補

助
金

を
交

付
す

る
も

の
。

1
,
5
00

0
1
,
5
00

文
化

・
世

界
遺

産
課

令
和

６
年

度
　

当
初

予
算

の
概
要

-21-



■  教育総務課

予　算　費　目　　　　　　　補正予算要求内容（千円） 　  　　　　　  
補正額

（千円）
摘 要

教育センター
運 営 費

〇ネットワークアセスメント業務委
託料
　GIGAネットワークの最適な通信環
境の整備を図るため、ネットワーク
の分析・診断を行うことで、現状の
環境を把握し、問題点の洗い出しや
改善策の提案を行うもの

2,000 2,000

小 学 校 教 育
振 興 費

〇児童用図書購入
　令和５年度寄付金の趣旨により市
内小・義務教育学校児童用に図書を
購入するもの

250 250

中学校管理費

〇吉江中学校適応指導教室設置工事
　不登校児童生徒等の登校支援や教
室での学習が困難な状況にある児童
生徒の学びの場を確保するために、
適応指導教室（校内教育支援セン
ター）を設置するもの

1,089 1,089

中 学 校 教 育
振 興 費

〇生徒用図書購入
　令和４年度寄付金の趣旨により市
内中・義務教育学校生徒用に図書を
購入するもの

250 250

（教育総務課）　計 3,589

令和６年度　教育委員会　６月補正予算要求概要
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■生涯学習スポーツ課

予　算　費　目　　　　　　　補正予算要求内容（千円） 　  　　　　　  
補正額

（千円）
摘 要

福祉会館周辺
施 設 管 理 費

〇松村謙三マンガ本（中国語版）印
刷
　松翁記念財団国際交流事業の助成
を受け、令和４年度に刊行した「松
村謙三先生マンガ本」の中国語版を
製作するもの。

935 935

体 育 団 体
育 成 費

〇南砺市水泳協会活動支援補助金
　令和6年3月25日に安達建設㈱から
の寄付金（10,000千円）を受け、
ジュニア水泳選手育成を支援するた
め、南砺市水泳協会への支援を目的
として交付するもの。

10,000 10,000

生涯スポーツ
推 進 費

〇「なんと元気っ子パワーアップ大
作戦！」事業
　自治総合センターコミュニティ助
成事業の助成を受け、著名なオリン
ピアン等を講師に招聘し、小中高校
生の親子を対象とする親子アルペン
スキー教室を開催するもの。
講師：清澤　恵美子（元日本代表）

1,242 1,242

プール管理費

〇福野Ｂ＆Ｇ海洋センタープール鉄
骨修繕料
　Ｂ＆Ｇ財団からの助成を受け、福
野Ｂ＆Ｇ海洋センタープールの鉄骨
修繕工事及び塗装工事を行うもの。

21,120 21,120

〇たいらクロスカントリー場圧雪車
修繕工事
　スキーシーズン終了後の確認によ
り判明した圧雪車の破損部品等の取
替調整等を行うもの。

1,710

〇たいらクロスカントリー場指定管
理料精算（過年度分）
　たいらクロスカントリー場指定管
理料の精算（過年度）を行うもの。

170

令和6年度　教育委員会  6月補正予算要求概要

そ の 他 施 設
維 持 費

1,880
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クレー射撃場
運 営 費

〇クレー射撃場放出機更新事業
　日本スポーツ振興センタースポー
ツ振興くじ助成を受け、クレー射撃
場放出機更新及び付帯工事を行うも
の。

23,737 23,737

（生涯学習スポーツ課）　計 58,914
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■  中央図書館  課

予　算　費　目　　　　　　　補正予算要求内容（千円） 　  　　　　　  
補正額
（千円）

摘 要

○消防設備　誘導灯取替え
　消防用設備を適切に維持管理する
ため故障した誘導灯を取替えるもの

418

○書架5台、展示用棚1台、図書運搬
用台車2台購入
　寄付金を活用して、書架等を購入
するもの

4,147

図 書 館
資 料 整 備 費

○図書資料の購入、ICタグ及び装備
手数料等
　寄付金を活用して、寄付者の意向
により資料の充実を図るもの

1,801 1,801

（     　中央図書館　      課）　計 6,366

令和6年度　教育委員会   6月補正予算要求概要

図 書 館
管 理 運 営 費

4,565
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■ こども課

予　算　費　目　　　　　　　補正予算要求内容（千円） 　  　　　　　  
補正額

（千円）
摘 要

〇福野小学校内放課後児童クラブ室
整備事業
　福野小学校の余裕教室等を活用し
て、新たに放課後児童クラブを開設
するため、必要な施設・設備及び備
品の整備を行うもの。

18,475

○とやまっ子さんさん広場推進事業
補助金
（新）福野西部地区協議会
　　　　　　　　　　　　910千円
既設９クラブ事業計画に基づく減額
　　　　　　　　　　　▲571千円

339

（こども課）　計 18,814

令和６年度　教育委員会　６月補正予算要求概要

18,814
放課後児童
クラブ費
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■文化・世界遺産課

予　算　費　目　　　　　　　補正予算要求内容（千円） 　  　　　　　  
補正額

（千円）
摘 要

文化財保護費

〇市指定文化財「井波別院瑞泉寺」
雨漏り修繕及び樹木伐採事業補助金

　能登半島地震による屋根の修繕工
事及び敷地内の倒木の恐れがある樹
木の伐採に補助するもの

872

文化財保護費

〇市指定文化財「杉尾神明社の門杉
と欅」ケヤキ伐採事業補助金

　枯死したケヤキ一本を伐採に補助
するもの

238

文化財保護費

〇市指定文化財「善徳寺」瓦葺き替
え事業補助金

　屋根破損による雨漏り修繕工事に
補助するもの

280

文化財保護費

〇市指定文化財（絵画）「白孔雀」
剥落止め事業補助金

　顔料の剥落止め修理に補助するも
の

167

世界遺産関係
費

〇相倉民俗館1号館修理事業
　
　国指定史跡相倉集落内の「相倉民
俗館1号館」が能登半島地震により
被災したことから、根本修理、耐震
補強等を行うもの。

25,963 25,963

芸術文化推進
費

〇文化庁「文化芸術創造拠点形成事
業（ワールドミュージックによる文
化振興）」
　
　補助採択により委託料を補正計上
するもの

9,718 9,718

（文化・世界遺産課）　計 37,238

令和6年度　教育委員会   6月補正予算要求概要

1,557
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南砺市民大学　令和６年　前期講座　申込状況・開講状況

講座名 定員 受講数 申込数6/12現在 初回 回数 会場 部屋

1 ふるさと見聞シリーズ 40 40 100 7月5日 1 市外 現地

2 ふるさとを巡る 20 21 87 5月30日 5 市内外 現地

3 人と自然・文化 30 31 49 5月24日 5 福光福祉会館 研修室

4 ふるさとの歴史 30 33 33 6月5日 5 井波総合文化センター エイトホール

5 いなみ木彫りの講座 15 5 5 5月17日 14 いなみ木彫りの里 くりえーと工房

6 【昼コース】なんと陶芸講座 20 25 25 5月9日 30 城端陶芸工房 研修室

7 【夜コース】なんと陶芸講座 20 18 18 5月9日 30 城端陶芸工房 研修室

　　　　　　　　　　　　計 175 173 317

　　　　　　　　　　　　　昨年 （155） （157） （250）

令和６年度　緑の里講座　申込状況・開講状況

申込数6/12現在 時間 回数

昨年 （115）

初回

5月23日

講座名

緑の里講座1 125 14：00～15：30 18回
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令和６年度南砺市生涯学習連絡協議会会員名簿 ※生涯学習リーダー

 交流センター名 地域づくり協議会名 電話番号 職　　名 氏　名

教育文化部会長 竹中　誠 ※

会長 山下　茂樹

事務局長 嶋谷　元樹

学習・スポーツ部会会長 松嶋　裕治 ※

学習・スポーツ部会副会長 黒田　久美子

学習・スポーツ部会副会長 宮塚　功

生涯学習部会長 杉村　稔 ※

生涯学習副部会長 澤　徹

地域指導員 中道　亜依

生涯学習部長 高倉　靖詞 ※

生涯学習副部長 柳丸　祐二

事務局長 梅原　雅美

文化・スポーツ部部長 片山　康雄 ※

文化・スポーツ部副部長 中西　実

文化・スポーツ部事務局 北川　弓子

南砺市平交流センター 平地域づくり協議会
070-
4436-
0625

文化スポーツ部会部長 井渕　信雄 ※

生涯学習・子育て支援部会部会長 羽馬　博美 ※

生涯学習・子育て支援部会副部会長 鉢蝋　圭伸

地域指導員 山本　直子

交流センター長 笠原　哲夫 ※

生涯学習部会長 上田　英夫

地域指導員 笠原　哲夫

文化・スポーツ部会部会長 伊東　淳一 ※

文化・スポーツ部会副部会長 澤田　信幸

文化・スポーツ部会地域指導員 廣原　弘子

学習・スポーツ部会長 田中　一昭 ※

学習・スポーツ副部会長 村松　慶孝

地域指導員 山本　智子

文化・スポーツ交流部部長 河原　秀樹 ※

文化・スポーツ交流部　文化委員長 大浦　均

地域指導員 村岡　洋子

生涯学習リーダー・文化体育部会長 玉井　順一 ※

文化体育副部会長 大西　勝

地域指導員 町田　裕美子

生涯学習リーダー 小林　忠文 ※

生涯学習スポーツ部会長 荒岡　信次

生涯学習リーダー 成瀬　満 ※

生涯学習ひとづくり部会会長 片山　明

地域指導員 清瀬　伊紀子

生涯学習リーダー教育文化部長 道畑　慎一 ※

教育・文化副部会長 林　忠利

地域指導員 澤田　由美子

生涯学習リーダー 窪　辰夫 ※

地域指導員 近藤　佐祈子
南砺市福野東部交流センター 福野東部地区振興会 22-6292

南砺市福野中部交流センター 福野中部まちづくり協議会 22-1660

南砺市福野北部交流センター 福野北部地域づくり協議会 22-6350

南砺市高瀬交流センター 高瀬地域づくり協議会 82-5399

南砺市井口交流センター 井口地域づくり協議会 64-2290

南砺市南山見交流センター 南山見地域づくり協議会 82-5176

南砺市山野交流センター 山野地域づくり協議会 82-4510

南砺市利賀交流センター 利賀地域づくり協議会 68-2016

南砺市井波交流センター 井波地域づくり協議会 82-3744

南砺市北野交流センター 北野地域づくり協議会 62-3395

南砺市上平交流センター 上平地域づくり協議会 67-3650

南砺市大鋸屋交流センター 大鋸屋地域づくり協議会 62-2321

南砺市蓑谷交流センター 蓑谷地域づくり協議会 62-3501

南砺市城端交流センター 城端まちづくり協議会 62-1066

南砺市南山田交流センター 南山田地域づくり協議会 62-3393
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令和６年度南砺市生涯学習連絡協議会会員名簿 ※生涯学習リーダー

 交流センター名 地域づくり協議会名 電話番号 職　　名 氏　名

生涯学習リーダー兼生涯学習部会長 新井　外弘 ※

生涯学習副部会長 中嶋　義則

地域指導員 中山　京子

生涯学習リーダー 佐波　浩 ※

生涯学習・文化・スポーツ部会長 宮本　進

地域指導員 兼時　純子

生涯学習リーダー 神田　英範 ※

生涯学習文化部会長 小森　　典

地域指導員 高田　昌美

生涯学習リーダー 前田　悟志 ※

地域指導員 池田　万利子

生涯学習部長 古瀬　喜八郎

生涯学習リーダー 高桑　亨 ※

事務局長 定村　憲宏

生涯学習リーダー 清水　哲也 ※

生涯学習副部会長 中川　吉宏

地域指導員 桐木　芳美

生涯学習・子育て支援部会長 北島　由紀子 ※

生涯学習・子育て支援部副会長 内田　正明

地域指導員 今村　加代子

生涯学習部会長・生涯学習リーダー 森田　喜邦 ※

生涯学習副部会長 野崎　峰靖

地域指導員 尾山　ゆかり

生涯学習部長 加藤　誠 ※

地域指導員 湯浅　麻由美

生涯学習リーダー 山田　与志信 ※

地域指導員 吉田　美穂子

生涯学習リーダー 冨堂　重治 ※

地域指導員 上坂　洋子

生涯学習リーダー 鵜野　幸男 ※

地域指導員 髙島　博美

生涯学習リーダー 岩村　晃 ※

教育文化部長 野畠　峰彦

地域指導員 谷内田　小由里

生涯学習部会長 山田　政寛 ※

生涯学習部副会長 片田　茂

地域指導員 水口　美枝

文化スポーツ部会長 中川　賢一 ※

事務局長 舘田　清志

文化スポーツ副部会長 神田　昭治

84 名

南砺市北山田交流センター 北山田地域づくり協議会 52-5865

南砺市吉江交流センター 吉江地域づくり協議会 52-4680

南砺市東太美交流センター 東太美地域づくり協議会 55-1224

南砺市山田交流センター 山田地域づくり協議会 52-4559

南砺市西太美交流センター 西太美地域づくり協議会 55-1126

南砺市太美山交流センター 太美山地域づくり協議会 55-1311

南砺市広瀬交流センター 広瀬地域づくり協議会 52-4696

南砺市広瀬舘交流センター 広瀬舘地域づくり協議会 52-4597

南砺市石黒交流センター 石黒地域づくり協議会 52-4791

南砺市南蟹谷交流センター 南蟹谷地域づくり協議会 58-1333

南砺市安居交流センター 安居地区協議会 22-4420

南砺市福光交流センター いつついし自治会 52-4684

南砺市福野南部交流センター 福野南部地域づくり協議会 22-6355

南砺市福野西部交流センター 福野西部地区協議会 22-5759

南砺市高瀬西交流センター 高瀬西地域づくり協議会 22-6600
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令和６年度スポーツ推進事業（新規）について 

 

①南砺ジュニアスポーツクラブ等活動体制整備事業 

   

１．事業の趣旨・目的 

(1) 中学校部活動の拠点校化・地域移行を見据え、小学校段階からスポーツ等のより質

の高い指導等が提供できるなどの体制づくり、環境づくりに向けて、地域や各種団体、

学校部活動と連携して、地域指導者による定期・継続的な指導体制の整備や資質向上

を図るため、指導者に謝金を支払する。 

(2) 活動について、下記の心構えを守り子どもらの健全育成を図る。 

  ①過度な勝利至上主義に陥らないようにする。 

  ②週の練習日は３日以内とする。土日のいずれかは休養日にする。 

  ③翌日に学校がある場合は、疲れが残らないようにする。 

  ④１回の練習時間は、子どもの体力に十分配慮し、途中に休憩時間を設ける。 

  ⑤指導者は指導力を高めるために、研修会等に積極的に参加する。 

 

２．委託期間 

(1) 令和６年４月１日〜令和７年３月３１日 

 

３．対象組織団体 

 (1) 南砺市スポーツ少年団登録団体 

 (2) 南砺市体育協会登録種目競技団体に所属するジュニアクラブ 

 (3) 南砺市文化協会登録団体に所属するジュニアクラブ 

(4) 中学校部活動の拠点校化・地域移行に関係する種目のジュニアクラブで教育委員会

が持続可能な活動と認めるもの 

 

４．活動内容 

(1) 標準として１週間のうち、休日１回まで、平日２回まで、年間を通して活動する。

(週の練習日は３日以内とする。土日のいずれかは休養日にする) 

活動時間は、平日２時間程度、休日３時間程度とする。 

５．経費 

(1) 指導者謝金については、南砺市スポーツ少年団等から団体に支払う。 

 ・指導者謝金（平日・休日とも）１回 1,000 円×２人分まで。 

・事務局運営等労務謝金として１週 1,000 円×1人分までの謝金を支払する。 

    コーディネーター（事務局運営担当者）を一人決める。 

団体において謝金や保険、団体の指導者名簿、指導日誌提出等の管理をする 

 

  ※指定団体（令和６年６月２６日現在）  

     13 団体（スポーツ少年団 10 団体、その他クラブチーム３団体） 

 

-33-

資料５‐①



フロー図 

 ≪スポーツ少年団・文化協会加盟団体≫               

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

         が加盟団体で行う作業 

 

様式は国税庁ホームページからダウンロードできます 

 

 

 

 

 

 

※スポーツ少年団・文化協会加盟団体以外のクラブチーム等は、生涯学習スポーツ課で支

払いを行う。 

 

 

 

 

補助金交付 
管理 

南砺市教育委員会（生涯学習スポーツ課） 

南砺市スポーツ少年団本部・南砺市文化協会 

【総括コーディネーター】 

指定管理者 

スポーツ・文化団体【コーディネーター】 

連絡・調整 指 導 日 誌 
※様式-7 

謝金支払 
様式-8 

交付申請 
実績報告 

給与支払事務所等の開設・移転・
廃止届出書 ※様式-11（押印不
要）を砺波税務署に送付 

 税務署から送付されてきた様式を
使って源泉所得税を納付 

1 月から 12 月までの報酬の支払い総
額を支払調書 ※様式-12（押印不要）
に記入し、指導者本人及び税務署に
提出する 

毎年 1 月 31 日までに給与所得の
源泉徴収票等の法定調書合計表 
※様式-13 を税務署に提出 

指導者へ謝金を支払 
※様式-10 

申込書 ※様式-1 
確約書 ※様式-2 
団体概要 ※様式-3 
指導者名簿 ※様式-4 
登録選手一覧 ※様式-5 
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②南砺市スポーツ指導者資格取得支援事業 

 

１．事業の趣旨 

中学校部活動の拠点校化・地域移行に向けた改革を進めており、持続可能なスポーツ

環境づくりに努めている。南砺市の部活動改革は、単に部活動環境を良くするだけに留

まらず、幼児期から小・中・高と一貫指導を行い、次世代に受け継いでいくことが将来

にわたってスポーツの持続可能な環境づくりにつながるものと考え、指導者の育成も重

要な環境づくりと捉えている。 

プレーヤーズセンタードの考え方のもとに暴力やハラスメントなどあらゆる反倫理的

行為を排除し、常に自らも学び続けながらプレーヤーの成長を支援する。 

 

２．事業の内容 

  スポーツ少年団及び中学校部活動の拠点校化・地域移行等に関わる指導者に対し、  

資格取得に係る経費に対し補助金を交付する。 

【補助金の額】 補助対象経費の１／２  上限 100,000 円／人 

【対象者】   南砺市スポーツ協会に加盟する競技団体等（スポーツ少年団含む） 

【募集人数】  ２人 ※申請が多ければ募集枠の拡大も検討する。 

【補助対象資格】  ①日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格 

            ＊スタートコーチ（競技別） 

              （スタートコーチ（スポーツ少年団及び教員免許状所持者は除く）） 

・スポーツ少年団、学校運動部活動等において、上位資格者と協力

して安全で効果的な活動を提供する方のための資格 

             

＊コーチ１ 

               ・スポーツ少年団、学校運動部活動等でのコーチングスタッフと

して、基礎的な知識・技能に基づき、安全で効果的な活動を提

供する方のための資格 

 

＊コーチ２ 

・スポーツ少年団、学校運動部活動等の監督やヘッドコーチ等の

責任者として、安全で効果的な活動を提供するとともに、指導

計画を構築、実行、評価し監督することと併せて、コーチ間の

関わり及び成長を支援する方のための資格 

 

【補助対象経費】 講習受講料、受験料、宿泊費（宿泊には前泊を含む）、 

交通費（公共交通機関利用に限る。自家用車利用は含まない）、   

初年度登録料 

【注意事項】 資格が取得できなかった場合は補助金を交付しない。 

           

３．事業実施期間 

   令和６年度から令和８年度までとする。 
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第２次南砺市スポーツ推進計画後期計画の策定について 

 
スポーツ基本法に基づき、国・県との連携を図りつつ、健康寿命の延伸に向けてスポーツを生

活に位置づけるなど、南砺市の特性等に応じた施策を実施するため、令和２年度から令和１１年

度までの１０年間を計画期間とする「第２次南砺市スポーツ推進計画」を策定して進めてきた。 
この間、新型コロナウイルス感染症の影響、人口減少・少子高齢化の進行、デジタル化・脱炭

素社会への対応、グローバル化の進展など、スポーツを取り巻く状況は大きく変化した。 
このことから、今年度策定される「第２次南砺市総合計画後期まちづくりプラン」や「第３次

南砺市教育振興基本計画」との整合性を図りながら、この「第２次南砺市スポーツ推進計画」を

見直し、令和７年度から令和１１年度までの５年間を期間とする後期計画を策定するもの。 
 

１．対象期間 
 令和７年４月~令和１２年３月（５年間） 

 
２．策定方針 
  第２次南砺市スポーツ推進計画の目標として掲げてきた「生涯スポーツ社会の実現」のため、

これまでの計画における目標値達成状況等を検証・評価し、今後５年間（令和７年度～令和１１

年度）における社会環境の変化やスポーツニーズの多様化などへの対応も踏まえた計画とする。 
 

３．策定体制 
 南砺市スポーツ推進審議会（「南砺市スポーツ推進審議会に関する条例」に基づき設置） 
 南砺市教育委員会の諮問に応じて必要な事項を調査審議。 

 
４．策定スケジュール 

時 期 会 議 等 議 題 等 備 考 
令和６年 ４月 南砺市教育委員会 策定スケジュール等の説明 R6.4.17 
     ５月 南砺市議会 全員協議会 策定スケジュール等の説明 R6.5.8 

 ６月 第１回スポーツ推進審議会 推進計画の策定について R6.6.26 
     ９月 第２回スポーツ推進審議会 推進計画（案）の検討  

１１月 南砺市教育委員会 推進計画（案）の説明  
    １２月 第３回スポーツ推進審議会 推進計画（案）の検討  
    １２月  南砺市議会 全員協議会 推進計画（案）について  
令和７年 ２月 第４回スポーツ推進審議会 推進計画（案）について  
     ２月 パブリックコメントの実施 推進計画（案）について  
     ３月 南砺市教育委員会 推進計画（案）の承認について  
     ３月 南砺市議会 全員協議会 推進計画の説明  
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トップページのイメージ 上部

新しく入った本の表紙画像が表示される

南砺市立図書館のホームページをリニューアルしました

【新しい機能】
・トップページを見ると一目で開館状況を確認することができます。
・新しく入った本の表紙画像が表示されます。
・オーディオブック（耳で聴く本・約7,000冊）を利用することができます。

従来と同様に、スマートフォン利用券として使用することもできます。

【PC版】
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トップページのイメージ 下部
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トップページのイメージ 【スマホ版】

トップページのイメージ 【キッズページ】
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図書館のホームページからログインして、画面に表示される
バーコードを提示することで本を借りることができます。

スマホが
利用カードになります

ホームページの
「ログイン」を押します。

利用カード番号とパスワードを
入力して「ログイン」を押します。

パスワードをお持ちでない方は
パスワードを発行できます。

１

2

 このサービスを利用するには「利用カード」が必要です。最初に図書館で利用登録
して利用カードの交付を受けてください。

 図書館利用カードは、捨てたり無くしたりしないよう大切に保管してください。
 不正使用を防ぐため、利用カード番号やパスワードを他者にもらすことや
スクリーンショットを撮らないなど、適切な管理をお願いします。

南砺市立図書館 ご利用開始はこちら

利用カードの
持ち歩き不要
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市内どこでも、
本の貸出・返却ができます！

R6 なんと！ぐるっと巡回本サービス

交流センター

巡回便の運行巡回便の運行

本の受け取り・返却

なんとみらい文庫

図書館システム連携

・資料のICシステム化
（セルフ貸出・返却、
予約棚の設置）

保育園・認定こども園
子育て支援センター病院新

交流センター

児童生徒が、市立図書
館の本の受け取り・返
却、予約ができる

小・中学校
義務教育学校

児童館

・学校・・・図書館を利用しやすい環境を創出する。図書館と本が身近になる。
→児童・生徒、先生、学校司書や図書館司書の交流が深まる。

・保育園、児童館等（なんとみらい文庫）・・・なんとみらい文庫の絵本を保育士
が読み聞かせしたり、家庭へ持ち帰ったりして、家族で読み聞かせを楽しむこと
ができる。→保護者だけでなく、家族全体の交流が深まる。

・地域づくり協議会、病院等・・・予約することで、最寄りの交流センターで本の
受け取り・返却ができる。また、入院患者も病院で受け取り・返却することができ
る。→職員との交流が深まる。

人を介して
交流が深まる。

一流の田舎
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 なんと！ぐるっと巡回本 
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運行カレンダー（7月～9月）

⽇ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ＜凡例＞
1 2 3 4 5 6 ⽯⿊、⻄太美、⼭⽥、中央病院

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 大鋸屋、北野

21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 市⺠病院

福野北部、福野東部、福野⻄部、安居

⽇ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ＜返却日の特例＞
1 2 3 ※7月23日に配送した本の返却期限は

4 5 6 7 8 9 10  3週間後の8月13日です。

11 12 13 14 15 16 17 ※8月22日に配送した本の返却期限は

18 19 20 21 22 23 24  3週間後の9月12日です。

25 26 27 28 29 30 31

⽇ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

7 ⽉ 2024

8 ⽉ 2024

9 ⽉ 2024
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こどもの権利に関する周知啓発の取組について 

 
「こどもの権利」について、こどもも大人も正しく理解することが大切です。今年度、こどもの持つ

権利について、身近に知っていただくため、市が作成した「こどもの権利条例ガイドブック」を含め、

こどもの権利に関する絵本・本を市内の子育て支援施設・小中学校など全 42 カ所に配布します。 
また、中央図書館と連携し、「こどもの権利コーナー」を設置して、幅広い年代の市民が「こどもの

権利」の理解を深める機会の創出を図ります。 

 

１ 目  的：こどもの権利に関連する絵本・本を子育て支援施設や図書館等に配布し

「こどもの権利」について周知啓発を図る。 

 

２ 配布時期：令和６年７月 

 

３ 配布先：全４２カ所 
①子育て支援センター(6カ所) 
②公立・私立保育園 (16カ所) 
③小学校      (７カ所) 
④中学校      (6カ所) 

⑤義務教育学校    (２か所) 
⑥児童館      (4か所) 
⑦福光中央図書館 

(こどもの権利コーナー設置) 
 

４ 配布書籍： 
①絵本など 全２０種類  合計２６６冊  

配布書籍タイトル 
ようこそ こどものけんりのほん 子どもによる子どものための「子どもの権利条約」 
あぶないときはいやです、だめです、 
いきません 

はじめまして、子どもの権利条約 

アイラブみー きみがきみらしく生きるための子どもの権利 
だいじだいじどーこだ？ きかせてあなたのきもち 子どもの権利ってしってる？ 
こんなこいるかな？ 子どもの「じんけん」まるわかり 
わたしはあかねこ 子どもの権利条約を学童保育に活かす 
ぼくのニセモノをつくるには 子どもの権利ってなあに？ 
ええところ けんりはこどものハッピーパスポート 
きもち 「こどもの権利条約」絵辞典 
きみの人生はきみのもの 居場所のちから-生きてるだけですごいんだ 

※ 上記２０種類から６冊ずつ配布します。配布先のこどもたちの年齢に応じ、 
こどもの権利について読みやすい本や知ってほしい内容の本を選定しました。 

※ 福光中央図書館では、上記２０冊をこどもの権利コーナーとして設置します。 

 

②南砺市こどもの権利条例ガイドブック(別冊) 

      令和5年4月に施行した市条例について楽しみながら学ぶためのガイドブック（こど

も版・おとな版）を作成。上記３に配布するとともに、市内各地各団体等で行う「こども

の権利」講座などで活用する予定です。 
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Ⅱ
基

本
目

標
条
例

の
前

文
に
込

め
ら
れ

た
３

つ
の

願
い
を
も

と
に

基
本
目

標
を
定

め
ま

す
。

１
こ

ど
も

の
「

生
き

る
力

」
を

育
む

(前
文

第
１

段
落

)
こ

ど
も

が
権

利
を

保
障

さ
れ

、
差

別
を

受
け

る
こ

と
な

く
、

あ
り

の
ま

ま
の

自
分

が
認

め
ら

れ
、

自
分

を
大

切
に

思
え

る
よ

う
に

す
る

こ
と

で
、

自
ら

考
え

、
自

ら
行

動
で

き
る

「
生

き
る

力
」

を
育

み
ま

す
。

２
こ

ど
も

の
意

見
表

明
・

参
加

の
促

進
(前

文
第

２
段

落
)

こ
ど

も
が

自
分

の
考

え
を

自
由

に
表

現
す

る
こ

と
、

大
人

が
こ

ど
も

の
思

い
を

尊
重

し
、

意
見

に
耳

を
傾

け
、

自
ら

参
加

し
よ

う
と

す
る

機
会

を
つ

く
り

、
支

援
す

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
こ

ど
も

の
意

見
表

明
は

、
こ

ど
も

が
意

見
を

言
う

だ
け

で
は

不
十

分
で

あ
り

、
意

見
を

聴
く

側
の

大
人

が
、

既
成

の
概

念
に

と
ら

わ
れ

ず
柔

軟
性

を
持

ち
、

こ
ど

も
の

意
見

を
尊

重
し

、
共

感
・

理
解

す
る

こ
と

に
よ

り
実

現
し

ま
す

。
ま

た
、

守
り

支
え

る
大

人
も

同
様

に
大

切
に

さ
れ

る
こ

と
で

、
心

に
ゆ

と
り

が
生

ま
れ

、
こ

ど
も

と
大

人
の

関
わ

り
の

、
よ

い
循

環
が

生
ま

れ
ま

す
。

３
こ

ど
も

が
す

こ
や

か
に

成
長

で
き

る
環

境
づ

く
り

(前
文

第
３

段
落

)
こ

ど
も

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
よ

う
、

こ
ど

も
の

権
利

が
守

ら
れ

る
環

境
を

整
え

ま
す

。
こ

ど
も

の
視

点
、

こ
ど

も
に

関
わ

る
大

人
の

視
点

を
取

り
入

れ
た

、
権

利
保

障
の

実
現

に
向

け
た

環
境

づ
く

り
に

取
り

組
み

ま
す

。

Ⅲ
施

策
の

方
向

南
砺

市
こ

ど
も

の
権

利
推

進
に

関
す

る
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

概
要

こ
の

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ
ン

は
、

条
例

の
理
念
の

実
現

を
目
指

し
、
こ

ど
も

の
権

利
の
普
及

・
啓

発
に

向
け
た

取
組

や
、
こ

ど
も
と

、
こ

ど
も

に
関
わ
る

大
人

に
対
す

る
具
体

的
な

実
践

を
総
合
的

か
つ

計
画

的
に
進

め
て

い
く
た

め
策
定

す
る

も
の

で
す
。

対
象

期
間

：
令

和
6年

度
か

ら
令

和
11
年

度
ま

で
の

6年
間

１
こ

ど
も

の
権

利
の

周
知

啓
発

と
理

解
促

進
こ
ど

も
も
大

人
も

権
利
に

つ
い
て

正
し

く
理
解

で
き

る
よ
う

周
知
啓

発
を

行
う

こ
と
で
、

こ
ど

も
が
自

分
を
大

切
に

思
え

る
よ
う
働

き
か

け
ま
す

。
(条

例
第
2・

3章
)

２
こ

ど
も

の
意

見
表

明
・

参
加

の
促

進
大

人
は

、
こ
ど

も
が
参

加
し

た
り
、

意
見
を
出

し
た

り
す
る

こ
と
が

で
き

、
そ

の
意
見
が

取
り

入
れ
ら

れ
る
よ

う
に

、
こ

ど
も
の
意

見
に

耳
を
傾

け
と
も

に
取

り
組

み
ま
す
。

(条
例

第
2・

3・
4章

)

３
こ

ど
も

の
権

利
保

障
の

実
現

に
向

け
た

環
境

づ
く

り
家
庭

や
保
育

園
・

幼
稚
園

、
学
校

、
こ

ど
も
に

関
わ

る
機
関

や
地
域

組
織

な
ど

、
こ
ど
も

が
過

ご
す
場

所
や
関

わ
る

こ
と

に
つ
い
て

、
環

境
を
整

え
ま
す

。
(条

例
第

4章
)

４
こ

ど
も

の
権

利
侵

害
へ

の
対

応
こ
ど

も
が
相

談
で

き
る
体

制
を
整

え
、

状
況
の

改
善

・
救
済

に
努
め

ま
す

。
ま

た
、
社
会

と
繋

が
り
を

も
て
る

よ
う

支
援

し
ま
す
。

(条
例

第
5章

)

⑴
成

果
指

標

自
分

に
良

い
と

こ
ろ

が
あ

る
と

思
っ

て
い

る
こ

ど
も

の
割

合
(％

)

①
現

状
値

(令
和

5年
度

)
：

小
学
生

80
.6

%
中

学
生

79
.6

%

②
目

標
値

(令
和

11
年

度
)：

小
学
生

82
.5

%
中

学
生

81
.6

%

⑴
成

果
指

標

こ
ど

も
と

関
わ

る
こ

と
が

幸
せ

だ
と

感
じ

る
大

人
の

割
合

(％
)

①
現

状
値

(令
和

5年
度

)
：

81
.8

％

②
目

標
値

(令
和

11
年

度
)：

83
.6

％

⑴
成

果
指

標

学
校

以
外

に
社

会
と

の
関

わ
り

を
持

つ
こ

ど
も

の
割

合
（

％
）

(小
中

学
校

の
不

登
校

の
児

童
生

徒
の

う
ち

、
登

校
数

と
し

て
カ

ウ
ン
ト

さ
れ

る
機

関
へ

通
っ

て
い

る
児

童
生

徒
の

割
合
)

①
現

状
値

(令
和

5年
度

)
：

25
.4

％

②
目

標
値

(令
和

11
年

度
)：

32
.8

％

Ⅰ
基

本
理

念
条
例

に
込

め
ら
れ

た
市
民

の
願

い
を

ふ
ま
え
、

基
本

理
念
を

次
の
と

お
り

と
し

ま
す
。

「
こ

ど
も

も
大

人
も

と
も

に
幸

せ
に

暮
ら

せ
る

ま
ち
」

こ
ど

も
は

、
生

ま
れ

な
が

ら
に

し
て

人
格

を
持

つ
一

人
の

人
間

と
し

て
尊

重
さ

れ
ま

す
。

こ
ど

も
は

、
自

分
が

持
つ

権
利

を
学

ぶ
こ

と
で

、
他

の
こ

ど
も

や
大

人
に

も
権

利
が

あ
る

こ
と

を
学

び
、

お
互

い
を

大
切

に
す

る
社

会
の

基
盤

を
つ

く
り

ま
す

。
一

方
で

、
大

人
の

権
利

が
守

ら
れ

る
社

会
で

な
け

れ
ば

、
こ

ど
も

の
権

利
保

障
は

実
現

し
ま

せ
ん

。
こ

ど
も

を
支

え
る

大
人

が
守

ら
れ

る
環

境
づ

く
り

は
、

こ
ど

も
を

守
る

こ
と

に
直

結
し

ま
す

。
こ

ど
も

も
大

人
も

「
一

人
ひ

と
り

の
権

利
」

を
大

切
に

し
、

対
話

を
重

ね
、

尊
重

し
合

う
こ

と
が

大
切

で
す

。
こ

ど
も

施
策

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
み

ん
な

が
幸

せ
に

暮
ら

せ
る

ま
ち

の
実

現
を

目
指

し
ま

す
。

第
２

次
南

砺
市

総
合

計
画

「
誰

ひ
と

り
取

り
残

さ
な

い
誰

も
が

笑
顔

で
暮

ら
し

続
け

ら
れ

る
ま

ち
へ

」

南
砺

市
こ

ど
も

の
権

利
推

進
に

関
す

る
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
こ

ど
も

に
関

す
る

行
政

計
画

第
2期

南
砺

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

第
2次

南
砺

市
教

育
振

興
基

本
計

画
な

ど

 
他

の
行

政
計

画
南

砺
市

第
2期

SD
Gs

未
来
都

市
計

画
男

女
共

同
参
画

推
進

プ
ラ

ン
食

育
推

進
計
画

な
ど

条
例

に
基

づ
く

総
合

的
な

施
策

の
推

進

南
砺

市
こ

ど
も

の
権

利
条

例

こ
ど

も
も

大
人

も
と

も
に

幸
せ

に
暮

ら
せ

る
ま

ち

⑴
成

果
指

標

こ
ど

も
の

意
見

を
聴

い
て

取
り

組
ん

で
い

る
事

業
の

数

①
現

状
値

(令
和

5年
度

) 
：

3事
業

・
ボ

ク
な

ん
(若

者
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
)
・

ふ
る

さ
と

教
育

推
進

事
業

・
こ

ど
も

部
会
(こ

ど
も

の
権

利
事

業
)

②
目

標
値

(令
和

11
年

度
)：

15
事
業

⑵
新

た
な

取
組

の
視

点
や
る
べ
き
こ
と

(主
な
具
体
的
事
業

)

①
こ

ど
も

の
年

代
に

あ
わ

せ
て

権
利

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

す
る
。

②
保

護
者

や
、

保
育

・
教

育
・

療
育

な
ど

、
こ

ど
も

に
関

わ
る

機
関

や
地
域

組
織

が
、

そ
れ

ぞ
れ

役
割

に
応

じ
て

学
習

す
る

機
会

を
創
出

す
る

。
ア

)こ
ど

も
の

権
利

に
つ

い
て

イ
)関

わ
り
に

応
じ

た
内

容

・
【

新
】

権
利

学
習

の
実

施
(こ

ど
も

課
)

・
【

新
】

学
習

教
材

の
作

成
(こ

ど
も

課
)

・
【

新
】

権
利

の
絵

本
・

本
の

配
布

(こ
ど

も
課

)
・

【
新

】
地
域

団
体

を
対

象
と

し
た

勉
強

会
の

開
催

(こ
ど

も
課

)
・

【
新

】
パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
動

画
を

使
っ

た
広

報
(こ

ど
も
課

)
・

教
職

員
研
修

(教
育

セ
ン
タ

ー
)

・
親

学
び

講
座

・
子

育
て

講
座

(生
涯

学
習
ス

ポ
ー

ツ
課

)
・

人
権

啓
発
事

業
(南

砺
で

暮
ら

し
ま

せ
ん

課
)

な
ど

⑵
新

た
な

取
組

の
視

点
や

る
べ

き
こ
と

(主
な

具
体

的
事

業
)

①
現

状
調

査
を

実
施

し
、

南
砺

市
の

課
題

を
検

討
す

る
。

②
こ

ど
も

が
自

ら
発

信
で

き
る

相
談

体
制

を
構

築
す

る
。

③
こ

ど
も

と
、

こ
ど

も
に

関
わ

る
大

人
が

相
談

し
や

す
い

体
制

を
創
る

。
④

第
三

者
機
関

の
設

置
に

向
け

て
検

討
す

る
。

・
【

新
】

こ
ど

も
の

権
利

侵
害

調
査

(こ
ど

も
課

)
・

【
新

】
第
三

者
機

関
の

検
討

（
こ

ど
も

課
）

・
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
い

お
う

教
室

運
営

事
業

(教
育

総
務

課
)

・
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

・
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

活
用
事

業
(教

育
総

務
課

)
・

地
区

相
談
会

事
業

(教
育

総
務

課
)

・
す

こ
や

か
親

子
支

援
事

業
(健

康
課

)
な
ど

⑵
新

た
な

取
組

の
視

点
や

る
べ

き
こ
と

(主
な

具
体

的
事

業
)

①
市

民
団

体
と

公
的

機
関

の
連

携
体

制
を

構
築

す
る

。
②

こ
ど

も
が
参

画
で

き
る

仕
組

み
を

創
る

。
③

子
育

て
に
関

わ
る

大
人

の
権

利
を

守
る

体
制

を
構

築
す

る
。

④
こ

ど
も

の
居

場
所

の
在

り
方

を
検

討
・

構
築

す
る

。
⑤

不
登

校
の
子

ど
も

の
居

場
所

の
確

保
に

努
め

る
。

・
【

新
】

こ
ど

も
に

関
わ

る
機

関
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

(こ
ど
も

課
)

・
【

新
】

ペ
ア

レ
ン

ト
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
(こ

ど
も

課
)

・
【

新
】

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

事
業

(中
央

図
書

館
)

・
【

新
】

多
文

化
共

生
社

会
形

成
事

業
(政

策
推

進
課

)
・

小
中

学
校

IC
T機

器
整
備

事
業

（
教
育

総
務

課
）

・
ふ

る
さ

と
教

育
推

進
事

業
（

教
育

総
務

課
）

・
学

生
健

診
事

業
(健

康
課
)

な
ど

⑵
新

た
な

取
組

の
視

点
や

る
べ

き
こ
と

(主
な

具
体

的
事

業
)

①
こ

ど
も

が
主

体
的

な
活

動
に

取
り

組
め

る
機

会
を

創
出

す
る

。
・

【
新

】
こ
ど

も
が

中
心

に
企

画
・

運
営

す
る

活
動

等
の

支
援

(こ
ど
も

課
)

・
【

新
】

文
化

芸
術

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

事
業

(文
化
･世

界
遺

産
課
)

・
社

会
に

学
ぶ

「
14

歳
の

挑
戦

(教
育

総
務
課

)
・

放
課

後
子
ど

も
教

室
(生

涯
学

習
ス

ポ
ー

ツ
課

)
・

若
者

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
(南

砺
で
暮

ら
し

ま
せ

ん
課

)
な

ど

※
全

国
学

力
調

査
結
果

※
市

民
意

識
調

査
結
果

※
こ

ど
も

課
調
べ

※
教

育
委

員
会

調
べ
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記：南砺市教育総務課 佐藤 R6.5.22 

― 市誕生２０年企画教育フェスティバル ― 

『南砺で育つ子どもたち』 
（含：第 21 回南砺市社会教育推進大会） 

 
１ 日 時 令和 6 年 11 月 23 日（土） 10:00-16:00 
２ 場 所 福野文化創造センター ヘリオス（全館貸切） 
３ ねらい  
  持続可能な「一流の田舎」をめざし、南砺市当局、学校(幼稚園・保育園ほか)、家庭、市民が一丸

となって様々な取り組みをしている中、子どもたちが一堂にふるさとに関する学習発表を行い、互い

に学びあい、認めあうことから、今後の教育活動の広がりと深まりの一助とする。また教育分野全体

を通した一体的な発表、催しを行うことで、市誕生 20 周年のメモリアルとなる事業を目指す。  
 
４ 日 程 
 9:30 開場  

 第 1 部 こどもの成長を支える       （こどもの権利条例にかかる講演会、意見交換会） 
  第 2 部 こどもからおとなまで持続可能な社会（社会教育推進大会・教委表彰） 
  第 3 部 南砺で育つこどもたちの思い    （小中義務教育学校、幼保こども園の発表） 
 
【ステージ】 
 10:00 開会式 
 10:15 こどもの権利条例にかかる講演会 
 11:30 こどもの権利条例にかかる意見交換会 
 12:00 休憩・展示物や出展ブースの自由見学 

13:00 第 21 回南砺市社会教育推進大会 (教育委員会表彰) 
13:40 小中学校他 屋台形式での発表者のアピールタイム 
14:30 幼・保・こども園のステージ発表        

 16:00 閉会式 市長講評他 
 16:10 終了、解散 
 
【アートスペース ほか】 
   データスペース    生涯学習の作品展示スペース      
   アートスペース    ふるさと学習発表 小中義務教育学校３校×3 ゾーン 
   スタジオ D・Ｍ    ふるさと学習発表 小中義務教育学校３校×2 ゾーン 
     ＊14:30~16:00 小中義務教育学校は、発表を 2 回ずつ行う。 
      
５ その他催し 

【１・2 階セミナールーム ほか】ブース出展（予定） 
   セミナールーム A  こどもの権利委員会              こども課 

(案) 
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記：南砺市教育総務課 佐藤 R6.5.22 

   セミナールーム C  高校生プロジェクト              南砺で暮らしません課 
   セミナールーム B  SDGｓコーナー                エコビレッジ推進課 
   ミーティングルーム なんとＨｕｇ、こども家庭センターの紹介・勧誘 こども課 
   福野図書館     図書館の変化を紹介、勧誘           中央・福野図書館 
   １階ホワイエ    健康チェック                 健康課 
    
 
６ その他留意事項 

＊「福野のごっつぉ里いもまつり」（同日開催、ア・ミュー広場他にて）と連携予定 
 
参加校一覧 

小学校 井波小学校 中学校 井波中学校 義務教育学校 南砺つばき学舎 
城端小学校 城端中学校 利賀学舎 
上平小学校 平中学校 
福野小学校   福野中学校 
福光中部小学校 福光中学校 
福光南部小学校 吉江中学校 
福光東部小学校 

 
参加幼保こども園一覧 

公立園 城端さくら保育園 私立園等 認定こども園 福野青葉幼稚園 
井波にじいろ保育園 認定こども園 福光青葉幼稚園 
井口保育園 喜志麻保育園 
福野おひさま保育園 寺子こども園 
福光東部かがやき保育園 
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生
涯

学
習

作
品

展
示

ふ
る

さ
と

学
習

発
表

３
校

×
３

ゾ
ー

ン

ふ
る

さ
と

学
習

発
表

３
校

×
２

ゾ
ー

ン

・
開

会
式

・
こ

ど
も

の
権

利
条

例
に

か
か

る
講

演
会

　
　

　
　

　
　

　
　

　
、

同
意

見
交

換
会

・
社

会
教

育
推

進
大

会
・

ふ
る

さ
と

学
習

発
表

の
ア

ピ
ー

ル
・

幼
保

こ
ど

も
園

の
発

表
・

閉
会

式

ふ
る

さ
と

学
習

発
表

　
　

　
　

　
　

１
ゾ

ー
ン

あ
た

り
　

丸
椅

子
３

０
　

長
机

３
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
（

各
校

準
備

）

こ
ど

も
の

権
利

委
員

会
高

校
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

S
D
G
s
関

連
（

大
学

生
）

な
ん

と
Ｈ

ｕ
ｇ

他
図

書
館

紹
介

 令
和

６
年

度
　

市
誕

生
２

０
年

企
画

 
教

育
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

　
会

場
使

用
予

定
図

健
康

チ
ェ

ッ
ク

（
1
階

ホ
ワ

イ
エ

の
い

ず
れ

か
で

）

 別
紙

２

「
な

ん
と

未
来

創
造
塾

」
シ

ェ
ア
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第 55回 東海北陸社会教育研究大会富山大会

第 52 回 富山県社会教育大会

大会主題 目指そう！ウェルビーイングな社会
～家庭や地域の教育力向上を通して～

１ 趣 旨 ウェルビーイングとは身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、短期

的な幸福のみならず、生きがいや人生の意義など将来にわたる持続的な幸福を含むも

のである。富山県では、ウェルビーイングを成長戦略の中心に位置付けており、一人

ひとりが、様々な人や社会とのつながりの中で、日々、自分らしく生きていることに

満足でき、心豊かに、幸せをずっと実感できることを目指している。

社会教育は、「人づくり・つながりづくり・地域づくり」の循環を生み出し、地域

コミュニティにおける個人と地域社会全体のウェルビーイングの向上に大きな役割

を担っている。ここに、東海北陸６県１市の社会教育委員をはじめとする社会教育関

係者が一堂に会し、各地域における社会教育活動の実践や研究成果について情報交換

をし、ウェルビーイングの向上に向けた新たな社会教育の振興方策について研究協議

を行い研鑽を深める。

２ 期 日 令和６年１０月１０日（木）～ １１日（金）

３ 会 場 １０日（木） 全体会 富山県民会館 大ホール

〒930-0006 富山市新総曲輪４－１８ ℡ 076-432-3111

１１日（金） 分科会 富山県民会館 各会場

４ 参加者 東海北陸各県市町村の社会教育委員及び社会教育関係者

５ 主 催 (一社)全国社会教育委員連合 東海北陸社会教育委員協議会連合会

富山県社会教育委員連絡協議会 富山県社会教育振興協議会

６ 後 援 富山県 富山県教育委員会 富山市 富山市教育委員会

東海北陸六県市町村教育委員会連合会

７ 日 程

■１日目 ＜１０月１０日（木）＞

■２日目 ＜１０月１１日（金）＞
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◆１０月１０日（木）

○アトラクション（12:45～13:15）

越中五箇山こきりこ唄保存会

○記 念 講 演（14:15～15:45）

演題 「未来まで残したい『＃富山の本気』」

講師 イナガキヤスト 氏

コーディネーター 米原 由紀子 氏

◆１０月１１日（金） 【分科会：受付 9:00～】

分 科 会（9:20～11:30）

分 科 会 名 話題提供者 司会者 助言者

１ 家庭教育の支援 石川県 富山県（氷見市） 石川県

２ 青少年の健全育成 愛知県 富山県（南砺市） 愛知県
富山国際大学

教授 村上 満 氏

３ 地域文化の振興 三重県 富山県（入善町） 三重県
富山県立大学

教授 大石 玄 氏

４ 地域の活性化 岐阜県 富山県（富山市） 岐阜県

富山大学

大学院教職実践開発研究科

教授 林 誠一 氏

５ 社会教育委員の役割と課題 福井県 富山県（上市町） 福井県
富山大学

地域連携推進機構生涯学習部門

教授 藤田 公仁子 氏

８ 参加費 ３，０００円

第 55 回東海北陸社会教育研究大会富山大会・第 52 回富山県社会教育大会
実行委員会事務局

〒930-8501 富山市新総曲輪１－７
富山県教育委員会 生涯学習・文化財室内

電話 076－444－3435 FAX 076－444－4434

大 会 事 務 局

《 プロフィール 》

元民放テレビ局アナウンサー

現在、とやまアナウンスアカデミーを主宰している。

《 プロフィール 》

1981 年生まれ 富山県射水市出身・在住のフォトグラファー

富山県の風景や家族の写真をⅩ（旧 Twitter）や Instagram などで発表し話題に。総

フォロワー数 20 万人を超える。NHK 富山「イナガキヤストの本気旅」、KNB 北日本放送

「眺めのいい時間」などメディアへの出演も多数。

射水市公式フォトアンバサダー、富山県警察フォトアンバサダー、立山黒部アルペン

ルート アンバサダーを務める。

写真集『ぼくたちの大切な時間』出版。ジャポニカ学習帳の表紙に写真が採用。

「こきりこ」は、田楽舞いの一種で、日本で最も古い民謡

の一つとされ、国の無形文化財となっている。

昭和 44年より、音楽科の教材として採用され、全国的に有

名になった。

地元の小・中学校や高等学校と連携し、保存・育成活動も

積極的に行っている。
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令和７年南砺市二十歳の集い実施要項 

 
 １ 趣   旨  二十歳を迎えた方々を祝福し、改めて大人としての自覚と自立を促すとともに、

『ふるさと南砺市』を見つめ直す機会とする。 
 
 ２ 主 催  南砺市、南砺市教育委員会 
 
 ３ 企 画 運 営  教育委員会二十歳の集い担当者及び各地域実行委員会 
 
 ４ 日 時  令和７年１月１２日（日）午前１０時開式（予備日 令和７年３月２日（日）） 

 

 ５ 会 場  市内７会場 

           城端  会場 城端伝統芸能会館「じょうはな座」 

           平・上平会場 平若者センター「春光荘」 

           利賀  会場 複合教育施設「アーパス」 
           井波  会場 井波総合文化センター 

           井口  会場 カイニョと椿の森公園「いのくち椿館」 

           福野  会場 福野文化創造センター「ヘリオス」 

           福光  会場 福光中央会館 

 

  ６ 対 象 者  下記のいずれか１つ以上の条件を満たす人 

・平成 16年４月２日～平成 17年４月１日生まれで、南砺市内に住民登録のあ

る人 

・本人から申し出があり、南砺市が確認できた人（市内卒業後の転出者等） 

 

 ７ 日 程    ９：００～ 主賓、来賓受付開始 
１０：００～  式典 

式次第 
１ 開 式 の 辞 
２ 国 歌 斉 唱 
３ 式   辞 
※利賀地域  市長出席 
利賀以外  市長のビデオメッセージを放映 

４ 祝   辞 
５ 記念品贈呈 
６ 祝 電 披 露 
７ 謝   辞 
８ 閉 式 の 辞 

１０：３０～  第２部祝賀行事及び記念写真撮影 
 
８ 記  念  品  式典の記念写真（後日発送） 
 
９ 予 算 措 置   10-4-2-3  社会教育振興費  青少年育成費 にて措置済み 

             ※各地域の予算については、当初予算を配当する。 
 
10 そ の 他  大雪等の影響により、延期・中止の場合がある。 
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●令和６年度 南砺市社会教育委員会事業予定 
 
１ 市誕生２０年企画教育フェスティバル   令和６年１１月２３日（土） 
  （含：第２１回南砺市社会教育推進大会） 福野文化創造センター ヘリオス 
 
２ 令和７年南砺市二十歳の集い       令和７年１月１２日（日） 

市内７会場 
 
３ 第２回社会教育委員会          令和７年２月上中旬 
                      南砺市役所 
 
 

●令和６年度 富山県社会教育委員連絡協議会事業予定 
 
１ 富山県社会教育委員連絡協議会総会    ６月２８日（金）  １４：００～ 
                      富山県民会館 
 
２ 第 55 回東海北陸社会教育研究大会富山大会・第 52 回富山県社会教育大会 
                      １０月１０日（木）～１１日（金） 
                      富山県公民館 
 
               
 
                     
※ 開催案内等の正式文書は、その都度送付いたします。 
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